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信
州
上
田
医
療
セ
ン
タ
ー

医
師
確
保
事
業
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
ま
し
た

　
　

－

上
小
医
療
圏
地
域
医
療
再
生
計
画
終
了
後
も
引
き
続
き
地
域
医
療
体
制
の
整
備
に
取
り
組
み
ま
す

－

　

全
国
的
な
医
師
不
足
に
よ
り
、
上
小
地
域
で
は
平
成
20
年
８
月
か
ら
信
州
上
田
医
療
セ
ン
タ
ー
で
の
分ぶ
ん

娩べ
ん

が
休
止
さ
れ
、
ま
た
、
夜
間
や
休
日

に
入
院
を
要
す
る
重
症
患
者
を
受
け
入
れ
る
輪
番
制
病
院
の
医
師
が
不
足
す
る
な
ど
、
地
域
の
医
療
体
制
は
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
上
田
市
が
中
心
と
な
り
地
域
の
関
係
機
関
と
と
も
に
地
域
医
療
再
生
計
画
を
策
定
し
、
国
の
交
付
金
を
も
と
に
県
が
設

置
し
た
基
金
を
活
用
し
て
、
平
成
21
年
度
か
ら
平
成
25
年
度
ま
で
地
域
医
療
の
再
生
を
め
ざ
し
た
各
種
事
業
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
、
目
標
と
す

る
救
急
医
療
と
周
産
期
医
療
体
制
の
充
実
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
か
ら
は
、
救
急
医
療
体
制
の
整
備
や
信
州
上
田
医
療
セ
ン
タ
ー
の
地
域
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
の
指
定
へ
の
支
援
な
ど
、
引
き
続
き

地
域
医
療
体
制
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

上
田
地
域
広
域
連
合
、
上
田
市
・
東
御
市
・

青
木
村
・
長
和
町
・
坂
城
町
が
、
関
係
医
療
機

関
と
と
も
に
地
域
医
療
再
生
計
画
の
終
了
後
の

平
成
26
年
度
以
降
も
引
き
続
き
次
の
事
業
を
実

施
し
ま
す
。

①
救
急
医
療
体
制
の
整
備

○ 
夜
間
に
比
較
的
軽
い
症
状
の
患
者
を
診
療
す

る
内
科
・
小
児
科
初
期
救
急
セ
ン
タ
ー
の
運

営　
○ 

深
夜
に
初
期
救
急
患
者
を
受
け
入
れ
る
輪
番

制
病
院
に
対
す
る
財
政
支
援

○ 

救
急
車
を
受
け
入
れ
る
輪
番
制
病
院
と
そ
の

後
方
支
援
病
院
の
信
州
上
田
医
療
セ
ン
タ
ー

へ
の
財
政
支
援

②
医
師
等
の
確
保

○ 

信
州
大
学
な
ど
と
の
連
携
に
よ
る
信
州
上
田

医
療
セ
ン
タ
ー
の
医
師
確
保
事
業

○ 

上
田
市
の
修
学
資
金
等
貸
与
制
度
に
よ
る
医

師
・
助
産
師
の
確
保

　７月８日㈫、医師を派遣する信州大学医学部附属病院と、医
師を受け入れる信州上田医療センター、上田地域広域連合、お
よび上田市・東御市・青木村・長和町・坂城町で同センターの
「医師確保事業に関する協定」を締結しました。
　信州大学医学部附属病院から医師の派遣を受け、今後５年間
で信州上田医療センターが安定的に医師の確保ができる体制を
目指します。

◆
平
成
26
年
度
か
ら
平
成
30
年
度
ま
で

　

継
続
し
て
実
施
す
る
事
業

医師確保事業に関する協定を
締結しました

　  健康推進課　TEL28・7123
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①
救
急
医
療
体
制
の
確
立

○ 

夜
間
に
具
合
が
悪
く
な
っ
た
と
き
に
受
診
で

き
る
上
田
市
小
児
初
期
救

急
セ
ン
タ
ー
で
は
、
成
人

の
内
科
診
療
も
開
始
し
ま

し
た（
平
成
22
年
４
月
内

科
開
設
）。

　

※ 

目
標
と
し
て
い
た
内
科

の
受
診
者
数
１
３
０
０

人
を
上
回
る
受
診
者
が

あ
り
、
市
民
に
分
か
り

上
小
医
療
圏
地
域
医
療
再
生
計
画（
平
成
21
〜
25
年
度
）

【
総
事
業
費
47
億
８
９
７
４
万
円
、
県
基
金
充
当
額
22
億
３
１
１
１
万
円
】

○
目　
　

標　

救
急
医
療
と
周
産
期
医
療
の
再
構
築
を
核
と
し
た
上
小
医
療
圏
の
再
生

○
施
策
の
柱　

①
救
急
医
療
体
制
の
確
立

　
　
　
　
　
　

②
周
産
期
医
療
体
制
の
確
立

　
　
　
　
　
　

③
医
師
等
の
安
定
的
な
確
保
体
制
の
構
築

　
　
　
　
　
　

④
地
域
医
療
連
携
の
確
立

や
す
く
安
心
で
き
る
体
制
と
な
り
ま
し

た
。

○ 
夜
間
や
休
日
に
救
急
車
を
受
け
入
れ
る
輪
番

制
病
院
と
そ
の
後
方
支
援
病
院
で
あ
る
信
州

上
田
医
療
セ
ン
タ
ー
、
高
度
、
特
殊
な
救
命

救
急
医
療
を
行
う
佐
久
総
合
病
院
佐
久
医
療

セ
ン
タ
ー
へ
の
財
政
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

　

※ 

上
小
医
療
圏
以
外
へ
搬
送
し
て
い
た
救
急

搬
送
患
者
の
割
合
が
、
平
成
21
年
度
の

18
・
７
％
か
ら
、
目
標
と
し
て
い
た
17
％

以
下
と
な
り
、平
成
25
年
度
に
は
14
・
２
％

に
減
少
し
、
高
度
な
救
命
救
急
医
療
を
除

き
、
上
小
医
療
圏
内
で
の
救
急
医
療
の
完

結
に
向
け
て
成
果
が
現
れ
て
き
ま
し
た
。

○ 

休
日
の
応
急
的
な
歯
科
治
療
を
行
う
上
田
小

県
歯
科
医
師
会
休
日
歯
科
救
急
セ
ン
タ
ー
を

開
設
し
ま
し
た（
平
成
23
年
11
月
）。

　

※ 

平
成
25
年
度
の
利
用
者
１
２
７
３
人（
１

日
平
均
17
人
）

②
周
産
期
医
療
体
制
の
確
立

○ 

上
田
市
立
産
婦
人
科
病
院
の
移
転
新
築

　
（
平
成
24
年
４
月
）　　

　

※
平
成
25
年
度
の
分
娩
取
扱
件
数
４
２
７
件

○ 

東
御
市
立
助
産
所
と
う
み
の
開
設

　
（
平
成
22
年
４
月
）

　

※
平
成
25
年
度
の
分
娩
取
扱
件
数
１
７
５
件

○ 

信
州
上
田
医
療
セ
ン
タ
ー
で
ハ
イ
リ
ス
ク
を

中
心
と
し
た
分
娩
を
再
開（
平
成
26
年
４
月
）

　

※ 

目
標
と
し
て
い
た
一
部
の
高
度
な
医
療
を

除
く
周
産
期
医
療
が
上
小
医
療
圏
内
で
提

供
で
き
、
安
心
し
て
お
産
が
で
き
る
体
制

と
な
り
ま
し
た
。

利用者（受診者＋電話相談）

内科 小児科

平成21年度 ― 2,990人

平成25年度 1,937人 3,520人

●上田市内科・小児科
　初期救急センター
信州上田医療センターの敷地内で、午後８
時から11時まで診療
（受付：午後７時～10時30分）

●市立産婦人科病院
老朽化した旧市産院を信州上田医療セン
ターの隣接地に移転新築。病床数は27床
で、「赤ちゃんとお母さんにやさしい病院」
として、安全・安心な妊娠、出産、育児の
支援をしています。

③
医
師
等
の
安
定
的
な
確
保
体
制
の
構
築

○ 

信
州
大
学
な
ど
と
の
連
携
に
よ
り
信
州
上
田
医

療
セ
ン
タ
ー
の
医
師
の
確
保
を
図
り
ま
し
た
。

　

※ 

研
修
医
を
含
む
常
勤
医
師
数
が
、
平
成
20
年

９
月
の
32
人
か
ら
平
成
26
年
６
月
に
は
57
人

に
ま
で
増
加
し
ま
し
た
。

○ 

信
州
上
田
医
療
セ
ン
タ
ー
で
高
性
度
な
治
療
が

で
き
る
が
ん
放
射
線
治
療
装
置
を
更
新
し
、
地

域
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
の
指
定
に
向
け
た

設
備
の
整
備
を
図
り
ま
し
た
。

○ 

看
護
養
成
学
校
学
生
に
修
学
資
金
を
貸
与
し
、

地
域
の
医
療
機
関
に
勤
務
す
る
看
護
師
を
確
保

し
ま
し
た
。

④
地
域
医
療
連
携
の
確
立

○ 

信
州
上
田
医
療
セ
ン
タ
ー
、国
保
依
田
窪
病
院
、

東
御
市
民
病
院
の
電
子
カ
ル
テ
化
を
推
進
し
、

診
療
所
な
ど
の
医
療
機
関
と
の
診
療
情
報
の
共

有
化
を
図
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た（
上

小
地
域
医
療
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
を

構
築
）。

●信州上田医療センター内に
　開設した地域医療教育センター
信州大学医学部附属病院から指導医や研修
医の派遣を受け、医師や看護師などの研修
を行います。

●信州上田医療センターで
　更新したがん放射線治療装置
高い精度でがんの病巣に照射できます。
地域がん診療連携拠点病院の指定を目指
し、がん診療の充実に力を入れています。

◆
上
小
医
療
圏
地
域
医
療
再
生
計
画（
平
成
21
〜
25
年
度
）の
成
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

33



特
殊
詐
欺
の
予
防
の
た
め

「
迷
惑
電
話
防
止
サ
ー
ビ
ス
機
器
」

２
５
０
台
を
無
償
で
貸
し
出
し
ま
す

　

市
内
で
は
、
社
債
の
購
入
を
持
ち
か
け
る
な
ど
の
特
殊
詐

欺
が
多
数
発
生
し
て
お
り
、
今
年
６
月
末
現
在
で
６
件
、
被

害
額
で
は
３
７
０
０
万
円
を
超
え
て
い
ま
す
。

　

上
田
警
察
署
で
は
、
お
年
寄
り
な
ど
を
狙
っ
た
特
殊
詐
欺

の
予
防
の
た
め
、「
留
守
番
電
話
設
定
」、「
ナ
ン
バ
ー
デ
ィ

ス
プ
レ
イ
な
ど
の
加
入
」、「
非
通
知
電
話
拒
否
設
定
」、「
特

殊
詐
欺
対
策
用
機
器
の
活
用
」な
ど
の
電
話
対
策（
犯
人
か
ら

の
電
話
に
出
な
い
、
受
け
な
い
）を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
詐
欺
な
ど
で
使
わ
れ
て
い
る
電
話
番
号
か
ら
の
着

信
を
自
動
的
に
拒
否
で
き
る
専
用
機
器「
迷
惑
電
話
チ
ェ
ッ

カ
ー
」を
希
望
者
に
無
償
で
貸
し
出
し
、
被
害
予
防
に
努
め

て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
そ
の
撃
退
効
果
の
調
査
を
実
施
し

ま
す
。

　全国の警察や自治体などから情報提供された迷惑電話番号や多数の
ユーザに拒否登録された約25,000件の電話番号をデータベースサー
バーに登録（随時自動更新）し、登録された電話番号から「迷惑電話
チェッカー」設置宅に着信があった場合、着信音を鳴らさず、赤色点
滅して光で通知します。

迷惑電話チェッカーとは

○貸出日時　８月24日㈰午前10時～正午
○貸出場所　上田警察署４階大会議室
○貸出期間　８月24日～平成28年７月31日までの約２年間
○貸出台数　先着250台
○貸出条件　次の条件を満たしている方
　●市内に住所を有し、機器を適正に維持管理できる方
　● ナンバーディスプレイなどのサービスに加入されている方、また

は加入予定の方
　●65歳以上の方、または65歳以上の家族と同居されている方

○かぜを引いて声がおかしい！
　携帯電話の番号が変わった！
○名義だけ貸してください！
　必ずもうかります！
○パンフレット届いていませんか！
○過去の被害を回復します！
○ロト６の当選番号を教えます！
○レターパック・宅配便で現金を
　送って下さい！

だまされないで！〈この言葉は詐欺〉

　上田警察署生活安全課　TEL22・0110（  生活環境課）
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臨時福祉給付金、
子育て世帯臨時特例給付金
の支給が始まります
　消費税率の引き上げに伴い、所得の低い方の負担を緩和するため、臨時福祉給付金
が支給されます。また、子育て世帯への影響を緩和するため、子育て世帯臨時特例給
付金が支給されます。
　受給できるのはどちらか一つで、支給はどちらも１回限りです。臨時福祉給付金と
子育て世帯臨時特例給付金の両方が該当する場合は、臨時福祉給付金が支給されます。
　先日送付した臨時福祉給付金申請書は、平成26年度市民税が非課税で、給付金受
給の可能性があると思われる方を広く抽出して発送したため、多くの方々から問い合
わせや申請をいただいています。
　このため審査に時間を要していますが、支給決定となった方から指定の金融機関の
口座に順次振り込みます。また、支払い予定日は、支給決定通知書に記載された日です。
　第１回目の支給は８月中旬を予定しており、順次審査・支給をしていきますが、審
査の結果、不支給となる場合もありますのでご承知ください。
　なお、申請期限は９月30日㈫です。不明な点は問い合わせください。

支給対象 　◎ 平成26年１月１日に上田市に住民登録されている方
 ◎ 平成26年度分の市民税が課税されていない方
　　　　　泫ただし、次の方は対象外です。
 ※ 課税されている方に扶養されている方
 　（扶養者が市外に居住している場合も同様）
 ※生活保護を受給している方
支給額 　対象者１人につき10,000円（老齢基礎年金・障害基礎年金・遺族基礎年金な

どの受給者、および児童扶養手当、特別障害者手当などの受給者は、受給
者１人につき5,000円が加算されます）

　  福祉課　TEL75・2671

臨時福祉給付金

支給対象 　平成26年１月分の児童手当（特例給付）を受給し、平成25年の所得が児童
手当の所得制限限度額未満の方

支給額 　対象児童１人につき10,000円
　  子育て・子育ち支援課　TEL23・5106

子育て世帯臨時特例給付金

南木曽町豪雨災害義援金を募集しています
　７月９日に発生した南木曽町豪雨災害により被災された方々を支援するための義援金を募集しています。義援金は日本
赤十字社長野県支部を経て、南木曽町に設置される災害義援金配分委員会を通じて全額被災者に配分されます。
●期　間　８月29日㈮まで
●募金箱設置場所　市役所本庁舎１階（総合案内窓口付近）、南庁舎１階（福祉課窓口前）、各地域自治センター
　  福祉課　TEL71・8081
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□
対
象
事
業

① 

機
械
、
器
具
ま
た
は
装
置
の
省

力
化
、
高
性
能
化
ま
た
は
自
動

化
の
た
め
の
技
術

②
新
材
料
の
開
発
利
用
技
術

③
新
製
品
の
技
術
開
発

④ 

生
産
、
加
工
ま
た
は
処
理
の
た

め
の
新
技
術

⑤ 

新
シ
ス
テ
ム
ま
た
は
新
工
法
の

開
発
技
術

□
対
象
者

　

 

市
内
に
工
場
、
ま
た
は
研
究
機

関
な
ど（
上
田
市
商
工
業
振
興

条
例
第
2
条
に
規
定
す
る
工

場
、
ま
た
は
研
究
機
関
な
ど
）

を
有
す
る
中
小
企
業
者
な
ど
。

□
対
象
経
費

① 

原
材
料
お
よ
び
副
材
料
の
購
入

に
要
す
る
経
費

② 

機
械
装
置
お
よ
び
工
具
機
器
の

購
入
、
試
作
、
改
良
、
据
付
、

借
用
に
要
す
る
経
費

③ 

外
注
設
計
お
よ
び
外
注
加
工
に

要
す
る
経
費

④ 

技
術
指
導
の
受
け
入
れ
に
要
す

る
経
費

⑤ 

そ
の
他
、
市
長
が
特
に
認
め
る

経
費

　

 （
生
産
ラ
イ
ン
で
使
用
す
る
生

産
設
備
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
汎

用
性
の
高
い
機
器
な
ど
、
取
得

価
格
が
50
万
円
以
上
の
分
析
な

ど
の
機
械
装
置
は
対
象
外
）

□
助
成
率

　

 

助
成
対
象
経
費
の
2
分
の
1
以

内（
３
０
０
万
円
を
限
度
）

□
応
募
方
法
な
ど

①
応
募
期
間　

12
月
１
日
ま
で

② 

応
募
回
数　

１
事
業
所
に
つ

き
、
年
間
1
テ
ー
マ

③ 

そ
の
他
の
制
限　

代
表
取
締
役

が
同
じ
会
社
の
同
時
応
募
、
法

人
と
そ
の
法
人
の
代
表
取
締
役

個
人
の
同
時
応
募
は
で
き
ま
せ

ん
。

□
助
成
事
業
者
の
義
務

　

 

助
成
事
業
の
題
目（
研
究
テ
ー

マ
）、
お
よ
び
事
業
所
名
な
ど

の
事
業
所
の
概
要
を
、
必
要
に

応
じ
て
公
表
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
ま
た
、
助
成
事
業
終
了

後
、
市
か
ら
研
究
成
果
に
つ
い

て
講
演
会
な
ど
で
の
発
表
を
依

頼
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
意
欲
あ
る
中
小
企
業
者
な
ど
が「
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
」の
新
技
術
取
得
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
創
出
な
ど
を
促
進
し
、
地
域
産
業
の
振
興
お
よ
び
活
性
化
を
図
る
た
め
、
新
技
術
等
開
発
事
業

助
成
金
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。
平
成
26
年
度
の
事
業
者
を
募
集
し
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方

は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

新
技
術
等
開
発
事
業
助
成
金

平
成
26
年
度
事
業
者
を
募
集

平成25年度新技術等開発事業採択事業所を紹介します！

㈱ガリレオ
大陽光パネルの発電量と電力使用
量を測定する機器の開発

㈱ウイルダイフレックス
PM2.5大気汚染物質の測定装置の
開発

次世代産業創出研究会
家庭用低価格減圧乾燥生ごみ脱水
機の開発

㈱ジェー .ピー .イー
カラマツストーブを熱源にした熱回収
ハイブリッド型発電システムの開発

㈱中村体育
魅力ある新デザイン遊具の市場投
入

㈲エスピーエム
静電気を検出する静電気検出回路
の確立

㈲玉井フルーツ店
果実種取機の品種拡大パーツ開発
および安全性の向上

　  商工課　TEL23・5395
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創業支援に優遇措置が加わります
市の創業支援事業計画が国の認定を受けました
　今年１月施行の産業競争力強化法に基づき上田市が策定した「創業支援事業計画」が、６月20日に国の認定を受けたことに
伴い、市内において、起業支援団体が実施する「特定創業支援事業」の支援を受け、事業を始める法人や個人事業者の方々が、
以下の特例措置の適用を受けられることになりました。創業をお考えの方はぜひ活用ください。

［Hanalab.で開催されたセミナー］
HanaLab.を拠点とした若者への創業支援やARECの産学官連携による
新産業創出支援が特徴的であるとされ、国から認定を受けました。

●市と各支援団体が連携し、創業を希望する方をサポートします
　市商工課に創業支援の相談窓口を設置するとともに、これまで個々で創業・ベンチャー支援などを行っていた起業支援団体
（上田商工会議所、H

ハ ナ ラ ボ

anaLab.、A
エーレック

REC）との連携体制を構築し、創業希望者へ的確な支援ができる体制を整えます。
　希望者は、計画事業のうち、次の「特定創業支援事業」に位置づけられた支援を受けることにより、市から「証明書」が発行さ
れ、プラスアルファのメリットを活用することができます。

□特定創業支援事業（証明書発行要件）
①専門家による個別支援
　［１か月以上、４回にわたる個別支援］
②HanaLab.によるセミナー
　（５講座を各６回開催、10月開講）
　［各講座１／２以上の出席］

□証明書発行によるメリット
①信用保証枠の拡充、申込期間の特例
・創業関連保証枠1,000万円→1,500万円に拡充
・創業６か月前から利用可能（通常は２か月前）
②株式会社設立時の登録免許税の軽減措置
・最低税額15万円が７万５千円に減額

　事業を始める前、スキルや人材
ネットワークなど様々な課題があ
り、想

おも

いはあれどなかなか前に踏
み出せないという経験をしました。
HanaLab.では、私の漠然とした想
いを具現化するアドバイスや、必要
な人を紹介していただき、自分たち
だけでは力の足りない部分を随分サ
ポートしていただきました。 こう
いった仕組みや相談できる場所があ
ることはとても心強いです。気軽に
相談して、やりたいことを実現する
人がもっと増えてほしいと思いま
す。

□最近創業した市内事業者の声
　（40代女性）

　  商工課　TEL23・5395
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広
大
な
Ｊ
Ｔ
跡
地
の
利
用
検
討
か
ら
始

ま
っ
た
現
在
の
サ
ン
ト
ミ
ュ
ー
ゼ
は
、
市
民

の
皆
さ
ん
か
ら
要
望
の
高
か
っ
た
文
化
施
設

の
建
設
と
、
芝
生
公
園
の
実
現
に
向
け
て
平

成
24
年
８
月
に
着
工
し
、
１
年
10
か
月
も
の

長
期
間
に
お
よ
ぶ
大
型
工
事
の
末
、
今
回
の

引
き
渡
し
と
な
り
ま
し
た
。　

　

い
よ
い
よ
10
月
2
日
に
は
文
化
の

薫
る
ま
ち
づ
く
り
の
拠
点『
サ
ン
ト

ミ
ュ
ー
ゼ
』が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
多

く
の
人
々
が
集
ま
り
交
流
す
る
こ
と

で
、
ま
ち
の
活
力
が
生
み
出
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。文
化
芸
術
は
、

子
ど
も
た
ち
の
感
性
を
育は
ぐ
く

む
と
同
時

に
、
他
人
を
思
い
や
る
気
持
ち
や
、
生

涯
を
通
じ
た
生
き
が
い
づ
く
り
な
ど
、

創
造
の
原
点
で
す
。

　

サ
ン
ト
ミ
ュ
ー
ゼ
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
と
と
も
に
歩
む
施
設
を
目
指
し
て
お

り
、
今
年
度
を「
文
化
創
造
元
年
」と
位

置
づ
け
、
多
様
な
事
業
を
推
し
進
め
ま

す
。
既
に
実
施
し
て
い
る
芸
術
家
ふ
れ

あ
い
事
業
を
は
じ
め
、
市
民
講
座
の
開

設
や
開
館
記
念
事
業
な
ど
、
責
任
を
全ま
っ
と

う
で
き
る
よ
う
、
全
力
で
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。
今
後
と
も
、
サ
ン
ト
ミ
ュ
ー

ゼ
の
活
動
へ
の
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

定
礎
除
幕
式
・
引
渡
式
を
行
い
ま
し
た

開
館
に
向
け
準
備
が
着
々
と
進
ん
で
い
ま
す

　

６
月
12
日
、
サ
ン
ト
ミ
ュ
ー
ゼ（
上
田
市
交
流
文
化
芸
術
セ
ン
タ
ー
・
市
立
美
術
館
）で
引
渡
式
が
行
わ
れ
、

市
に
引
き
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

途
中
、
法
改
正
に
よ
る
設
計
見
直
し
な
ど
の
事
情
に
よ
り
、
工
期
を
延
長
す
る
な
ど
し
ま
し
た
が
、
予
定
通

り
10
月
２
日
に
市
の
新
し
い
施
設
と
し
て
開
館
し
ま
す
。

シリーズ

交流・文化施設

Vol.18
　交流文化芸術センター
　　TEL27・2000
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Ｑ 

ど
ん
な
気
持
ち
で
授
業
さ
れ
ま
し
た
か
？

中
鉢　

演
奏
家
と
し
て
歌
わ
せ
て
も
ら
い
ま

し
た
が
、何
で
も
い
い
か
ら
、「
す
ご
い
な
」

と
か「
い
い
な
」と
か
、
そ
う
い
う
こ
と
を

一
つ
で
も
見
つ
け
て
も
ら
え
れ
ば
と
い
う

気
持
ち
で
歌
い
ま
し
た
。「
勉
強
」と
い
う

よ
り
も「
音
楽
を
楽
し
む
」こ
と
が
一
番
だ

と
思
い
ま
す
。

 

Ｑ 

小
学
校
な
ど
で
の
活
動
は
、
ほ
か
の
地
域

で
も
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

二
人　

日
本
全
国
、
色
々
な
と
こ
ろ
で
さ
せ

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。　
　
　
　

中
鉢　

私
た
ち
は
歌
を
歌
い
ま
し
た
が
、
楽

器
を
演
奏
さ
れ
る
方
も
い
ま
す
。
子
ど
も

た
ち
は
未
来
の
お
客
さ
ん
で
あ
り
、
ラ
イ

バ
ル
で
も
あ
り
ま
す
。
日
常
に
音
楽
が
あ

る
生
活
は
本
当
に
素
晴
ら
し
く
、
豊
か
な

気
持
ち
に
な
る
と
思
う
の
で
、
ぜ
ひ
音
楽

を
好
き
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

Ｑ 

サ
ン
ト
ミ
ュ
ー
ゼ
に
期
待
す
る
こ
と
は
？

沢
崎　

い
ろ
ん
な
形
で
地
域
の
方
の
交
流
の

場
に
な
る
と
い
い
と
思
い
ま
す
。
ク
ラ

シ
ッ
ク
音
楽
が
身
近
に
感
じ
る
企
画
が
で

き
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
し
、
お
手
伝
い

も
し
た
い
で
す
。
た
く
さ
ん
の
方
が
気
軽

に
来
る
こ
と
が
で
き
る
場
所
に
な
れ
ば
い

い
な
、
と
思
い
ま
す
。

中
鉢　

地
域
の
方
の
文
化
の
中
心
と
し
て
、

生
き
生
き
と
し
た
ホ
ー
ル
に
な
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
文
化
芸
術
の
育
成
に
つ
い
て
の
思
い
は
？

沢
崎　

継
続
し
て
い
く
こ
と
で
文
化
が
育

ち
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
根
付
い
て
い
く
と

思
い
ま
す
。
長
く
続
け
て
い
く
こ
と
が
大

事
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

中
鉢　

音
楽
も
演
劇
も
ダ
ン
ス
も
美
術
も
、

文
化
と
い
う
も
の
は
無
く
て
も
困
ら
な

い
。
お
金
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
ど
れ

だ
け
文
化
を
楽
し
め
る
生
活
を
送
れ
る
か

と
い
う
こ
と
が
、
心
が「
豊
か
な
」と
い
う

こ
と
に
繋つ
な

が
る
と
思
う
。
今
日
の
子
ど
も

た
ち
も「
音
楽
っ
て
、
い
い
な
」と
思
い
、

大
き
く
な
る
頃
、
頻
繁
に
ホ
ー
ル
に
足
を

運
ん
で
く
れ
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。

　

真
田
中
央
公
民
館
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
は
、

１
０
０
名
を
超
え
る
お
客
様
が
来
場
し
大
変

好
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

特
に
近
隣
の
皆
さ
ん
に
大
勢
来
場
い
た
だ

き
、
初
め
て
オ
ペ
ラ
歌
手
の
生
歌
を
聴
く
お

客
様
か
ら
も
、「
感
動
し
た
」、「
来
て
よ
か
っ

た
」と
い
う
声
を
多
数
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
な
ど
は
敷
居
が
高
い
と

感
じ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
親
し
み
や
す
く
感

性
に
響
く
コ
ン
サ
ー
ト
を
、
今
後
も
継
続
し

て
開
催
し
て
い
き
ま
す
。

芸術家ふれあい事業 in 真田
　

国
内
外
で
活
躍
さ
れ
る
、
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手

の
沢さ
わ

崎ざ
き

恵め
ぐ

美み

さ
ん
と
テ
ノ
ー
ル
歌
手
の
中ち
ゅ
う

鉢ば
ち

聡さ
と
し

さ
ん
に
よ
る
、
真
田
地
域
の
小
学
校
で
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
、
真
田
中
央
公
民
館
で

の
声
楽
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。
小

学
生
の
皆
さ
ん
は
、
最
初
は
間
近
で
聞
く
プ

ロ
の
迫
力
に
驚
い
た
様
子
で
し
た
が
、
最
後

ま
で
と
て
も
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
た
の
が

印
象
的
で
し
た
。

◇
沢
崎
恵
美
さ
ん
・
中
鉢
聡
さ
ん

　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

Ｑ
真
田
地
域
の
子
ど
も
た
ち
の
反
応
は
？

沢
崎　

５
年
生
は
シ
ャ
イ
な
時
期
で
す
が
、

と
て
も
反
応
が
良
く
、
こ
ち
ら
か
ら
の
投

げ
か
け
に
も
素
直
に
応
じ
て
く
れ
て
、
一

緒
に
歌
っ
た
時
の
声
も
す
ご
く
よ
く
出
て

い
ま
し
た
。

神
かみ

谷
や

未
み

穂
ほ

ヴァイオリンコンサート
ピアノ　望

もち

月
づき

優
ゆ

芽
め

子
こ

日　時 　９月３日㈬午後７時開演　
場　所 　塩田公民館　
曲　目 　サン＝サーンス／死の舞踏、ドビュッ

シー（ハイフェッツ編）／ゴリウォッグ
のケークウォーク、ラヴェル／ヴァイ
オリンとピアノのためのソナタ　ほか

入場料 　 500円（未就学児の入場可。当日券のみ。中
学生以下無料）

詳細はサントミューゼホームページをご覧ください。

次回の芸術家ふれあい事業は
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うめ　あちょ～～～！エイヤッ!!
ＦＣ　おやおや、うめちゃん勇ましいね。

うめ　はいっ。昨日おじいちゃんと一緒に時代劇を見たんです。格好よ
くてシビれましたぁ～。

ＦＣ　だったら、映画『るろうに剣心』も、要チェックだよ。映画『たそ
がれ清兵衛』以来、実に11年ぶりに矢出沢川河畔で本格的な時代
劇の撮影が行なわれたんだ。

うめ　そこは、うめとおじいちゃんのお散歩コースだよ。
ＦＣ　城下町の風情が残る、とっても素敵な場所だよね。数年前に火事

になってしまった時は、もうロケはできないかもしれないと危ぶ
まれたものの…。こうしてまたスクリーンで見られるのも、有志
の皆さんが見事に修復してくださったおかげだよ。

うめ　どんなシーンが撮影されたの？
ＦＣ　江戸城の敷地裏にある河原という設定で、上田ロケ史上、最大規

模ともいえる大がかりな撮影だったんだ。対岸の木からワイヤー
に吊るされた俳優さんがさっそうと現われ、相手をバサバサ斬

き

り
まくる。迫力あるたちまわりシーンは見応え満点だよ。

うめ　すごいね！
ＦＣ　撮影はもちろん、その日は上田に初雪が降った日で、おまけに集

合時間は朝５時。寒さを我慢するのが大変だったよ。

うめ　うぅ～、寒いし眠いしで、うめには無理かも。
ＦＣ　当日はエキストラさんたちも、寒いなか熱心に殺

た

陣
て

を練習してく
れて助かったよ。

うめ　じゃあ、いつでもお侍さんになれるよう、うめも引き続きチャン
バラの練習に励みます！

シリーズ第２弾　帰ってきた うめちゃん！⑤
　フィルムコミッション（FC）の事務局へやって来た真田うめちゃん。
夏休み真っ盛りで、遊びに勉強に大忙しな様子です。

上田ロケ映画『るろうに剣心　京都大火編』上映情報
日　時 　８月１日㈮よりロードショー
場　所 　TOHOシネマズ上田（アリオ上田内）
当日券 　一般1800円ほか
監　督 　大

おお

友
とも

啓
けい

史
し

出　演 　佐
さ

藤
とう

健
たける

、武
たけ

井
い

咲
えみ

、伊
い

勢
せ

谷
や

友
ゆう

介
すけ

　ほか
ロケ地 　矢出沢川河畔（丸山邸周辺）
撮　影 　平成25年11月

　信州上田フィルムコミッション（  観光課内）　TEL23・5408

　地元が誇る初の映画監

督･鶴
つる

岡
おか

慧
けい

子
こ

さん。その

最新作『過ぐる日のやま

ねこ（仮）』の上田ロケが、

先月無事に終了しまし

た。次回は本コーナーに

鶴岡監督が登場します。

皆さん、お楽しみに！

■映画『青天の霹
へき

靂
れき

』まだまだ絶賛上映中！
　『青天の霹靂』の上映が終了間近となりました。まだ見られていない方
はもちろん、もう一度あの感動をスクリーンで味わいたいという方も、
必見です。劇場までお急ぎください。
　TOHOシネマズ上田　TEL29･1040
　また、『青天の霹靂』ロケ地ガイドで、現在開催中のスタンプラリーも
締切間近です。スタンプ設置店を３軒まわってご応募ください。抽選で
オリジナルトートバッグなどをプレゼント。
●８月31日㈰当日消印有効。

矢出沢川でのロケ風景
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INFORMATION PICK UP

TEL.85･2311㈹  FAX.85･2313㈹武石地域自治センター

TEL.42･3100㈹  FAX.43･3666㈹丸子地域自治センター
TEL.72･2200㈹  FAX.72･4140㈹真田地域自治センター

TEL.22･4100㈹  FAX.25･4100㈹上田市役所

公共施設や応急仮設住宅などへの優先的な供給を確保

「災害時におけるLPガスの供給等に関する協定」を
締結しました

　６月30日、長野LP協会上小支部および（一社）長野県LPガス協
会と「災害時におけるLPガスの供給等に関する協定」の調印を行
いました。
　災害時におけるエネルギーの確保は、災害対策の拠点となる施
設の維持をはじめ、避難場所や応急仮設住宅における避難生活な
どあらゆる場面で最優先に求められます。
　今回の協定締結により、迅速な復旧が可能であるなど災害時に
おける有効性が評価されているLPガスに関して、市が指定する
公共施設や応急仮設住宅などへの優先的な供給が確保できるとと
もに、被災地域における一般住宅などへの緊急点検や修繕などを
通じて市民生活の早期安定につながることが期待できます。
　  危機管理防災課　TEL21・0123

お知ら
せ

お知ら
せ

お盆期間中のごみ収集は通常どおり行いますお知ら
せ

お知ら
せ

　お盆期間中のごみ収集、上田・丸子クリーンセンターでのごみの受け入れは、通常どおり行います。
なお、８月16日㈯のウィークエンドリサイクルは休止します。
　  廃棄物対策課　TEL22・0666

太陽光発電普及のため

市所有施設の屋根を活用していますお知ら
せ

お知ら
せ

　上田市は全国有数の日射量を有し、太陽光発電に優位な状況にあることから、更
さら

なる再生可能エネルギー
の普及に向けて、民間事業者に市有施設の屋根を20年間、有償で貸し付けています。以下の施設では６月
から工事に着手し、８～９月から発電を開始する予定です。なお、真田中学校屋内運動場は、電力会社の受
入態勢が整い次第、工事に着手する予定です。
　これらの施設では、発電事業者と契約し、災害（停電）時での電力使用も可能です。

　市では、今後も市有施設の屋根を貸し付け、より一層の
再生可能エネルギー普及に努めます。
　このほか、10kW未満の太陽光発電システム、太陽熱高
度利用システム設置者を対象に補助金を交付しています。
詳細は下記に問い合わせください。
　  生活環境課　TEL23・5120

貸付場所 パネル発電量
清明小学校屋内運動場 18.00kW
川辺小学校屋内運動場 60.00kW
真田中学校屋内運動場 77.00kW
武石小学校屋内運動場 47.25kW
丸 子 図 書 館 75.00kW

丸子図書館での作業

（一社）長野県LPガス協会の柳
やなぎ

澤
さわ

勝
かつ

久
ひさ

会長（写真左）と
長野LP協会上小支部の山

やま

田
だ

一
かず

雄
お

支部長（写真右）

1111
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ア･ラ･カルトア･ラ･カルト情報情報
お
知
ら
せ

第
13
回

上
田
市
都
市
計
画
審
議
会

●
日
時　

８
月
27
日
㈬
午
前
９
時
30
分
〜

● 

場
所　

上
田
駅
前
ビ
ル
・
パ
レ
オ
２
階

会
議
室

● 

内
容　

①
上
田
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
の
策
定
に
つ
い
て
、
②
上
田
都

市
計
画
道
路
の
見
直
し
に
つ
い
て

● 

そ
の
他　

当
日
、
午
前
９
時
か
ら
会
場

入
口
で
傍
聴
希
望
者（
10
名
程
度
）の
受

付
を
行
い
ま
す（
会
場
の
都
合
に
よ
り

入
場
を
制
限
す
る
場
合
あ
り
）。

　

都
市
計
画
課　

TEL
23
・
５
１
２
７

８
月
は

道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
で
す

　

道
路
上
に
穴
や
土
砂
・
落
石
な
ど
の
障

害
物
、倒
れ
る
危
険
性
の
あ
る
道
路
標
識
、

水
路
・
側
溝
の
蓋
の
不
具
合
な
ど
を
見
つ

け
た
時
は
、
左
記
へ
連
絡
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

管
理
課　
　
　

TEL
23
・
５
１
２
５

　
　

土
木
課　
　
　

TEL
23
・
８
２
４
２

　
　

建
設
課　
　
　

TEL
42
・
１
０
３
２

　
　

建
設
課　
　
　

TEL
72
・
４
３
３
１

　
　

建
設
課　
　
　

TEL
85
・
２
７
９
３

　
　

 

県
道
と
国
道
18
号
以
外
の
国
道
／
上

田
建
設
事
務
所　

TEL
25
・
７
１
６
４

　
　

国
道
18
号
／
長
野
国
道
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　

TEL
22
・
２
７
３
７

８
月
は

｢

電
気
使
用
安
全
月
間｣

で
す

　

８
月
は「
電
気
使
用
安
全
月
間
」で
す
。

家
庭
で
も
安
全
点
検
を
十
分
に
し
、
悪
い

箇
所
は
早
め
に
直
し
ま
し
ょ
う
。
電
気
の

安
全
使
用
に
つ
い
て
の
相
談
は
、
中
部
電

気
保
安
協
会
へ
。

・
電
気
の
使
い
す
ぎ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

・
痛
ん
だ
電
線
や
コ
ー
ド
を
使
っ
て
い
ま

せ
ん
か
。

・
洗
濯
機
な
ど
の
ア
ー
ス
は
つ
け
て
あ
り

ま
す
か
。

　

中
部
電
気
保
安
協
会

　
　

TEL
23
・
０
９
８
５

　
　
（

生
活
環
境
課
）

農
地
の
権
利
移
動
や

転
用
申
請

　

農
地
法
に
よ
り
、
農
地
の
ま
ま
所
有
権

移
転
や
貸
し
借
り
を
行
う
場
合（
３
条
）、

自
分
の
農
地
を
宅
地
な
ど
に
転
用
す
る
場

合（
４
条
）、
他
者
か
ら
農
地
を
売
買
や
貸

し
借
り
に
よ
り
転
用
す
る
場
合（
５
条
）な

ど
、
農
地
の
売
買
や
転
用
す
る
際
に
は
、

事
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

　

締
切
日
は
毎
月
15
日
で
す（
15
日
が
土

日
祝
日
の
場
合
は
直
前
の
平
日
。
11
月
は

11
日
㈫
、
12
月
は
9
日
㈫
）。
な
お
、
申

請
地
が
農
振
農
用
地
の
場
合
は
事
前
に
農

振
除
外
の
手
続
き
を
、
利
用
権
設
定
な
ど

で
貸
し
借
り
を
し
て
い
る
場
合
は
事
前
に

設
定
を
解
約
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

太
陽
光
発
電
施
設
の
設
置
に
は
、
農
地

区
分
の
確
認
が
必
要
で
す
の
で
、
事
前
に

左
記
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

農
業
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　
　
　

TEL
23
・
５
４
６
６

　
　

地
域
事
務
所　

TEL
42
・
１
０
３
７

　
　

地
域
事
務
所　

TEL
72
・
４
３
３
０

　
　

地
域
事
務
所　

TEL
85
・
２
８
２
８

水
道
メ
ー
タ
ー
の
取
替
え
に

お
伺
い
し
ま
す

　

水
道
メ
ー
タ
ー
（
量
水
器
）は
、
計
量

法
に
よ
り
有
効
期
間
が
８
年
間
と
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
今
年
が
取
替
え
の
年
に
あ

た
る
方
に
は
、
事
前
に
通
知
を
差
し
上
げ

た
後
、
業
務
員
証
を
携
帯
し
た
指
定
給
水

装
置
工
事
事
業
者
が
取
替
え
に
お
伺
し
ま

す
。
取
替
え
の
た
め
、
敷
地
内
に
立
ち
入

ら
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

● 

予
定
期
間　

上
田
地
域
／
８
月
〜
平
成

27
年
２
月
、
丸
子
地
域
／
８
〜
12
月
、

真
田
地
域
／
８
〜
12
月
、
武
石
地
域
／

９
月
〜
平
成
27
年
３
月

　

サ
ー
ビ
ス
課　

TEL
23
・
８
２
４
３

　
　

上
下
水
道
課（
丸
子
・
武
石
地
域
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

TEL
42
・
１
０
２
５

　
　

上
下
水
道
課（
真
田
地
域
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

TEL
72
・
４
２
５
３

平
成
26
年
全
国
消
費
実
態

調
査
に
ご
協
力
を

　

総
務
省
に
よ
る「
全
国
消
費
実
態
調
査
」

が
次
の
地
域
を
対
象
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

毎
日
の
収
入
と
支
出
を
家
計
簿
に
記
入

い
た
だ
き
、耐
久
消
費
財
の
保
有
や
年
収
・

貯
蓄
な
ど
の
状
況
を
提
出
し
て
い
た
だ
く

調
査
で
す
。
結
果
は
、
地
方
公
共
団
体
の

福
祉
行
政
、
消
費
者
行
政
な
ど
地
域
社
会

の
た
め
に
利
用
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
統
計
法
に
よ
り
秘
密

は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

● 

調
査
期
間　

準
備
期
間
／
７
・
８
月
、

本
調
査
／
二
人
以
上
の
世
帯
９
〜
11

月
、
単
身
世
帯
10
・
11
月

● 

対
象　

次
の
21
自
治
会
の
一
部
地
域

（
約
１
２
０
世
帯
）／
上
常
田
、
常
入
、

南
天
神
町
、
北
天
神
町
、
鷹
匠
町
、
上

川
原
柳
町
、
新
田
、
神
畑
、
伊
勢
山
、

蛇
沢
、
林
之
郷
、
中
野
、
上
小
島
、
下

小
島
、
学
海
南
、
学
海
北
、
中
丸
子
、

飯
沼
、
下
郷
沢
、
小
玉
上
郷
沢
、
竹
室

　

広
報
情
報
課　

TEL
23
・
２
２
３
５

無
料
で
子
宮
が
ん
検
診
・

乳
房
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
診

　

平
成
24
年
度
ま
で
に
検
診
ク
ー
ポ
ン
券

を
受
け
た
方
で
子
宮
が
ん
検
診
を
受
診
さ

れ
な
か
っ
た
22
〜
40
歳
の
女
性
、
乳
房
マ

ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
診
を
受
診
さ
れ
な
か
っ

た
42
〜
60
歳
の
女
性
へ
、
６
月
下
旬
に
、

再
度
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
郵
送
し
ま
し
た

の
で
利
用
く
だ
さ
い
。

● 

そ
の
他　

ク
ー
ポ
ン
券
な
ど
に
記
載
し

て
い
る「
上
田
原
レ
デ
ィ
ー
ス
＆
マ
タ

ニ
テ
ィ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク
」の
診
療
時
間

が
、木
曜
日
は
午
前
の
み
に
な
り
ま
し
た
。

　

健
康
推
進
課　

TEL
28
・
７
１
２
４

お
知
ら
せ
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I n f o r m a t i o n  A  L a  C a r t e
TEL.22･4100㈹  FAX.25･4100㈹

TEL.72･2200㈹  FAX.72･4140㈹

上田市役所

真田地域自治センター 武石地域自治センター

丸子地域自治センター TEL.42･3100㈹  FAX.43･3666㈹

TEL.85･2311㈹  FAX.85･2313㈹

お
知
ら
せ
／
催
し

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
を

ご
利
用
下
さ
い

　

中
小
企
業
で
働
く
従
業
員
の
た
め
の
外

部
積
立
型
の
国
の
退
職
金
制
度
で
す
。
事

業
主
が
勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構
と
従
業

員
の
た
め
の
退
職
金
共
済
契
約
を
結
び
、

月
々
の
掛
金
を
納
付
し
、
従
業
員
が
退
職

す
る
と
機
構
か
ら
退
職
金
が
支
払
わ
れ
ま

す
。
掛
金
助
成
や
税
法
上
の
優
遇
な
ど
有

利
な
特
典
が
あ
り
ま
す
。

　

 （
独
）勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構

　
　

中
退
共
制
度
／

　
　

中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

　
　

TEL
03
・
６
９
０
７
・
１
２
３
４

　
　

建
退
共
制
度（
建
設
業
対
象
）／

　
　

建
設
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

　
　

TEL
０
３
・
６
７
３
１
・
２
８
６
６

緑
の
募
金
へ
の
ご
協
力
に

感
謝
し
ま
す

　

４
月
１
日
〜
５
月
30
日
に
実
施
し
た
緑

の
募
金
総
額
は
５
５
４
万
７
０
４
３
円
と

な
り
ま
し
た
。
集
め
ら
れ
た
募
金
は
、
緑

化
木
の
配
布
や
み
ど
り
の
少
年
団
の
活
動

な
ど
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。
ご
協
力
い
た

だ
い
た
皆
様
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

森
林
整
備
課　

TEL
23
・
５
１
２
４

催　

し

古
典
文
学
講
座

「
源
氏
物
語
を
読
む
」

　

王
朝
の
雅み
や
び「
源
氏
物
語
を
読
む
」Ⅲ
〜

「
常
夏
」巻
か
ら
〜
と
題
し
て
、
や
さ
し
く

解
説
し
て
い
き
ま
す
。

● 

日
時　

８
月
21
日
、
10
月
２
日
・
16
日
、

11
月
６
日
・
20
日
、
12
月
４
日
・
18
日
、

平
成
27
年
１
月
15
日
、
２
月
19
日
、
３

月
５
日
の
木
曜
日
、
午
前
10
時
〜
午
前

11
時
30
分（
全
10
回
）

●
場
所　

西
部
公
民
館

● 

講
師　

西に
し

山や
ま

秀ひ
で

人と

氏（
上
田
女
子
短
期

大
学
総
合
文
化
学
科
教
授
）

●
定
員　

先
着
30
名

●
参
加
費　

１
０
０
０
円

●
持
ち
物　

筆
記
用
具

● 

申
し
込
み　

８
月
７
日
㈭
〜
14
日
㈭

に
、
電
話
、
ま
た
は
直
接
左
記
窓
口
へ
。

　

西
部
公
民
館　

TEL
27
・
７
５
４
４

第
３
回
美
ヶ
原
高
原

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

● 

日
時　

８
月
23
日
㈯
午
前
10
時
〜
午
後

３
時（
小
雨
決
行
）

● 
集
合
場
所　

①
バ
ス
利
用
者
／
午
前
９

時
に
武
石
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
駐
車

場
、
②
現
地
集
合
者
／
午
前
10
時
ま
で

に
美
ヶ
原
高
原
美
術
館
駐
車
場

● 

対
象　

小
学
生
以
上（
小
学
生
は
要
保

護
者
同
伴
）

● 

コ
ー
ス　

美
ヶ
原
高
原
美
術
館
〜
美
し

の
塔
〜
王
ヶ
頭（
昼
食
）〜
美
し
の
塔
〜

美
ヶ
原
高
原
美
術
館（
往
復
９
㎞
）

●
参
加
費　

５
０
０
円（
小
学
生
無
料
）

● 

定
員　

送
迎
バ
ス
利
用
者
／
先
着
35

名
、
自
家
用
車
利
用
者
／
な
し

●
服
装　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
で
き
る
服
装

● 

持
ち
物　

昼
食
、
水
分
補
給
用
飲
料
、

敷
物
、雨
具
、ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
専
用
ポ
ー

ル（
無
料
貸
出
あ
り
。
先
着
70
名
）

● 

申
し
込
み　

８
月
７
日
㈭
〜
15
日
㈮

に
、
電
話
、
ま
た
は
直
接
左
記
窓
口
へ
。

　

 

武
石
観
光
協
会
事
務
局（

産
業
観

光
課
内
）　

TEL
85
・
２
８
２
８

原
爆
ポ
ス
タ
ー
展

〜
平
和
の
大
切
さ
を
考
え
る
〜

　

原
爆
や
戦
争
の
悲
惨
さ
を
、
多
く
の
市

民
の
方
々
に
知
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
改
め
て
平
和
の
尊
さ
を
考
え
る
機
会

に
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
平
和
首
長
会
議

が
作
成
し
た
、
広
島
・
長
崎
の
被
爆
の
状

況
を
示
す
写
真
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

● 

日
時　

８
月
12
日
㈫
〜
15
日
㈮
午
前
９

時
〜
午
後
５
時（
15
日
は
午
後
３
時
ま

で
）

●
場
所　

上
田
市
文
化
セ
ン
タ
ー

　

中
央
公
民
館　

TEL
22
・
０
７
６
０

　
　

人
権
男
女
共
同
参
画
課

　
　
　
　
　
　
　
　

TEL
23
・
５
３
９
３

お 知 ら せ

はかりの定期検査

　商品の売買や医療品の調剤などの取引行為、または病院や
学校での体重測定などの証明行為に使用する「はかり」は、計
量法によりその正確性を確認するため検定証印・基準適合証
印の付いた「特定計量器」を使用し、２年に１回、定期検査を
受検することが義務付けられています。最寄りの会場で受検
してください。なお、検査には手数料が必要です。
●対象地区　 東部、南部、中央、北部（山口自治会を除く）、

西部、塩尻、神川（上堀自治会のみ）
●実施日程
実施日 検査時間 検査会場

８月18日㈪ 9：30～12：00 市役所西庁舎計量検査室13：00～16：30

８月19日㈫ 9：30～12：00 点字図書館13：00～15：30

８月20日㈬ 9：30～12：00 市役所西庁舎計量検査室13：00～16：30

８月21日㈭ 9：30～12：00 上田卸会館13：00～15：30

８月22日㈮ 9：30～12：00 西部公民館13：00～15：30

８月27日㈬ 9：30～12：00 市役所西庁舎計量検査室13：00～16：30

　 商工課　TEL23・5395
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劇
団
若
獅
子
上
田
公
演

● 

日
時　

８
月
10
日
㈰
午
後
０
時
30
分
〜

（
開
場
正
午
）

●
場
所　

上
田
文
化
会
館

●
内
容　
「
蛍
火
―
お
登
勢
と
龍
馬
―
」

　
「
殺た

陣て　

春
夏
秋
冬
」

● 

入
場
料　

一
般
４
０
０
０
円
、
高
校
生

１
５
０
０
円

● 

チ
ケ
ッ
ト
販
売　

平
安
堂
し
お
だ
野
店
、

琴
光
堂
海
野
町
店
、
わ
か
た
内
科

　
「
蛍
火
を
観
る
会
」実
行
委
員
会

　
　

TEL
38
・
８
６
０
７

　
　
（

文
化
振
興
課
）

外
国
人
配
偶
者
の
交
流
会

（
さ
く
ら
の
会
）

　

日
頃
の
悩
み
や
課
題
を
同
じ
立
場
の
仲

間
や
地
域
住
民
と
語
り
合
う
場
で
す
。

● 

日
時　

８
月
23
日
㈯
午
後
１
時
30
分
〜

４
時

●
場
所　

城
南
公
民
館

● 

対
象　

日
本
人
と
結
婚
し
た
外
国
人
と

そ
の
家
族（
お
子
さ
ん
連
れ
可
）

●
定
員　

な
し（
参
加
費
無
料
）

● 

申
し
込
み　

電
話
、
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

左
記
へ
。

　

 

上
田
市
多
文
化
共
生
推
進
協
会（
Ａ

Ｍ
Ｕ
）　

TEL
／
FAX
25
・
２
６
３
１

　
　
（

市
民
課
）

講
座
・
教
室

心
が
生
き
る
い
の
ち
の
講
座

　

か
ら
だ
の
こ
と
、
性せ
い

徴ち
ょ
うの
こ
と
を
親
子

で
話
し
や
す
い
土
壌
を
つ
く
る
た
め
の
講

座
で
す（
参
加
費
無
料
）。

●
期
日　

９
月
６
日
㈯

●
場
所　

丸
子
文
化
会
館

● 

内
容
／
時
間　

①
お
母
さ
ん
の
た
め
の

男
の
子
か
ら
だ
教
室
／
午
前
10
時
〜
正

午
、
②
母
と
娘
の
月
経
教
室
／
午
後
１

時
30
分
〜
３
時
30
分

● 

講
師　

桐き
り

島し
ま

真ま

希き

子こ

氏（
誕
生
学
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
）

● 

対
象　

①
中
学
生
以
下
の
男
子
を
持
つ

母
親
、
②
小
学
４
年
生
程
度
〜
初
潮
前

の
女
子
と
母
親

● 
定
員　

①
20
名
程
度
、②
10
組
程
度（
託

児
あ
り
。
満
１
歳
〜
未
就
学
児
）

●
申
し
込
み　

電
話
で
左
記
へ
。

　

人
権
男
女
共
同
参
画
課

　
　

TEL
23
・
５
２
４
５

真
田
の
時
報
に
見
る

戦
前
と
戦
後
の
庶
民
の
暮
ら
し

　

村
の
新
聞
で
あ
る『
時
報
』を
読
み
解
き

ま
す
。

● 

日
時　

９
月
13
日
、
10
月
４
日
、
11
月

８
日
、
12
月
13
日
、
平
成
27
年
１
月
31

日
、
２
月
14
日
の
土
曜
日
、
午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分

●
場
所　

真
田
中
央
公
民
館

●
定
員　

30
名
程
度

●
参
加
費　

６
０
０
円（
６
回
分
）

●
申
し
込
み　

電
話
で
左
記
へ
。

　

真
田
中
央
公
民
館

　
　

TEL
72
・
２
６
５
５

秋
の
行
楽
キ
ャ
ラ
弁
講
座

（
託
児
付
）

● 

日
時　

９
月
２
日
㈫
午
前
10
時
〜
午
後

１
時（
託
児
希
望
者
は
９
時
45
分
集
合
）

●
場
所　

中
央
公
民
館

● 

講
師　

目め

黒ぐ
ろ

正ま
さ

子こ

氏（
フ
ー
ド
コ
ー
デ

　

ィ
ネ
ー
タ
ー
）

●
定
員　

先
着
15
名

● 

参
加
費　

１
０
０
円（
別
途
材
料
費

７
０
０
円
）

● 

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
バ
ン
ダ
ナ
、
お

子
さ
ん
用
の
お
む
つ
・
お
や
つ
・
水
分

補
給
用
飲
料
な
ど

● 

申
し
込
み　

８
月
18
日
㈪
午
前
９
時
以

降
、
電
話
で
左
記
へ
。

　

中
央
公
民
館　

TEL
22
・
０
７
６
０

催
し
／
講
座
・
教
室

お 知 ら せ

市道丸子小牧線（通行止情報）

　市道丸子小牧線バイパス整備事業は、昨年８月から本格的なトンネル掘削
を開始し、今年の２月末に掘削が完了しました。
　８月18日㈪から、トンネルに接続する取付区間の本格的な改良工事を実施
します。
　大規模な法面掘削など現道での広範囲にわたる工事となることから、作業
および通過車両の安全を考慮し、工事箇所を３か月程度の全面通行止めとす
るため、通り抜けができなくなります。
　周辺道路を含め、利用者の皆様にはご不便をおかけしますが、一日も早い
供用開始を目指して進めてまいりますので、ご理解とご協力をお願いします。
●通行止め期間　８月18日㈪～11月15日㈯
●規制区間
　小牧（小牧橋
　信号）　～生田
　（県道上田塩
　川線分岐点）
※事業所・居住
　箇所までは進
　入可能です。
　 土木課
　　TEL23・8242
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TEL.22･4100㈹  FAX.25･4100㈹

TEL.72･2200㈹  FAX.72･4140㈹

上田市役所

真田地域自治センター 武石地域自治センター

丸子地域自治センター TEL.42･3100㈹  FAX.43･3666㈹

TEL.85･2311㈹  FAX.85･2313㈹

地
域
福
祉
講
座

● 

日
時　

９
月
１
日
㈪
午
後
１
時
30
分
〜

３
時

●
場
所　

西
部
公
民
館

● 

演
題　
「
介
護
・
医
療
制
度
改
革
と
地

域
の
支
え
あ
い
」

● 

講
師　

竹た
け

重し
げ

俊と
し

文ふ
み

氏（
地
域
ケ
ア
総
合

研
究
所
所
長
）

●
対
象　

ど
な
た
で
も（
参
加
費
無
料
）

● 

申
し
込
み　

８
月
29
日
㈮
ま
で
に
、
電

話
、
ま
た
は
直
接
左
記
窓
口
へ
。

　

西
部
公
民
館　

TEL
27
・
７
５
４
４

お
母
さ
ん
の
セ
ン
ス
ア
ッ
プ
講
座

（
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
）

● 

日
時　

９
月
11
日
㈭
午
前
10
時
30
分
〜

正
午（
受
付
10
時
〜
）

●
場
所　

西
部
公
民
館

● 

講
師　

堀ほ
り

内う
ち

恵え

理り

氏（
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ

イ
ナ
ー
）

● 

対
象　

未
就
学
児（
主
に
1
〜
３
歳
児
）

を
持
つ
母
親（
お
子
さ
ん
連
れ
可
）

●
定
員　

先
着
20
名

● 

受
講
料　

１
０
０
円（
別
途
材
料
費

８
０
０
円
）

● 

持
ち
物　

花
切
り
ば
さ
み（
お
持
ち
の

方
）、
持
ち
帰
り
用
レ
ジ
袋
、
エ
プ
ロ

ン（
汚
れ
て
も
い
い
服
装
）

● 

申
し
込
み　

８
月
20
日
㈬
〜
９
月
４
日

㈭
に
、
電
話
、
ま
た
は
直
接
左
記
窓
口

へ
。

　

西
部
公
民
館　

TEL
27
・
７
５
４
４

旬
の
野
菜
を
使
っ
た

ヘ
ル
シ
ー
料
理

● 

日
時　

８
月
28
日
、
９
月
４
日
・
11
日

の
木
曜
日
、
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
０

時
30
分

●
場
所　

西
部
公
民
館

● 

内
容　

１
回
目
／
か
ぼ
ち
ゃ
の
サ
ラ

ダ
、
２
回
目
／
ピ
ー
マ
ン
と
し
ゃ
こ
の

い
り
煮
、
３
回
目
／
さ
ば
缶
の
ド
ラ
イ

カ
レ
ー
な
ど

● 

講
師　

水み
ず

沢さ
わ

り
み
子
氏（
料
理
研
究
家
、

栄
養
士
）

●
定
員　

先
着
16
名

● 

参
加
費　

３
０
０
円（
３
回
分
。
別
途

材
料
費
２
０
０
０
円
）

● 
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾（
手
拭

い
、
バ
ン
ダ
ナ
可
）、
筆
記
用
具
、
持

ち
帰
り
用
容
器

● 

申
し
込
み　

８
月
７
日
㈭
〜
20
日
㈬

に
、
電
話
、
ま
た
は
直
接
左
記
窓
口
へ
。

　

西
部
公
民
館　

TEL
27
・
７
５
４
４

外
国
人
防
災
リ
ー
ダ
ー

養
成
研
修

● 

日
時　

①
８
月
31
日
㈰
午
後
１
時
〜
午

後
４
時
30
分
、
②
９
月
６
日
㈯
午
前
10

時
〜
午
後
４
時

● 

場
所　

①
中
央
公
民
館
、
②
市
民
プ
ラ

ザ
・
ゆ
う

● 

内
容　

①
講
義「
平
時
及
び
災
害
時
に

お
け
る
外
国
人
災
害
リ
ー
ダ
ー
の
役

割
」、
実
習「
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
に
つ
い

て
」、
②
災
害
多
言
語
支
援
セ
ン
タ
ー

の
設
置
・
運
営
訓
練（
情
報
の
多
言
語

化
、
避
難
所
巡
回
な
ど
）

● 

講
師　

羽は

賀が

友と
も

信の
ぶ

氏（
長
岡
市
国
際
交

流
セ
ン
タ
ー
長
）

● 

対
象　

日
本
語
で
の
日
常
会
話
が
で

き
、
防
災
活
動
に
関
心
の
あ
る
外
国
籍

住
民

●
定
員　

先
着
50
名（
参
加
費
無
料
）

●
持
ち
物　

筆
記
用
具

● 

申
し
込
み　

①
②
と
も
８
月
11
日
㈪
〜

　

22
日
㈮
に　

Ｆ
Ａ
Ｘ（
０
２
６・２
３
２
・

　
１
６
４
４
）、
ま
た
は
メ
ー
ル（kokusai-c

　

@
pref.nagano.lg.jp

）で
左
記
へ
。

　

長
野
県
国
際
課

　
　

TEL
０
２
６
・
２
３
５
・
７
１
６
５

　
　
（

市
民
課
）

第
２
回

ひ
き
こ
も
り
家
族
教
室

●
日
時　

８
月
26
日
㈫
午
後
２
時
〜
４
時

　
（
受
付
１
時
30
分
〜
）

● 

場
所　

ひ
と
ま
ち
げ
ん
き
・
健
康
プ
ラ

ザ
う
え
だ

● 

内
容　

①
講
演「
ひ
き
こ
も
り
の
心
」

〜
家
庭
で
や
れ
る
サ
ポ
ー
ト
〜
、
②
講

師
と
家
族
に
よ
る
交
流
会

● 

講
師　

小こ

林ば
や
し

正ま
さ

信の
ぶ

氏（
虹
の
村
診
療
所

所
長
・
精
神
科
医
師
）

●
対
象　

市
民

●
定
員　

な
し（
参
加
費
無
料
）

● 

申
し
込
み　

８
月
22
日
㈮
ま
で
に
、
電

話
で
左
記
へ
。

　

健
康
推
進
課　

TEL
23
・
８
２
４
４

10
歳
若
返
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
！

「
イ
ン
タ
ー
バ
ル
速
歩
講
座
」

　

短
時
間
で
持
久
力
や
筋
力
ア
ッ
プ
が
期

待
で
き
ま
す
。

● 

日
時　

歩
き
方
講
習
①
／
８
月
22
日
㈮

午
前
10
時
〜
11
時
30
分
、
歩
き
方
講
習

②
／
８
月
28
日
㈭
午
前
10
時
〜
11
時
30

分
、
体
力
測
定
・
血
液
検
査
な
ど
／
９

月
５
日
㈮
午
前
８
時
30
分
〜
11
時
30

分
、
ま
た
は
８
日
㈪
午
後
１
時
〜
４
時

の
い
ず
れ
か（
そ
の
後
の
日
程
は
別
途

通
知
）

● 

場
所　

ひ
と
ま
ち
げ
ん
き
・
健
康
プ
ラ

ザ
う
え
だ

●
対
象　

お
お
む
ね
20
〜
70
歳
の
市
民

●
定
員　

70
名（
応
募
多
数
時
は
抽
選
）

●
参
加
費　

３
４
０
０
円

● 

申
し
込
み　

８
月
13
日
㈬
ま
で
に
、
電

話
で
左
記
へ
。

　

健
康
推
進
課　

TEL
28
・
７
１
２
３

社
交
ダ
ン
ス
教
室
初
級

（
後
期
／
全
11
回
）

● 

日
時　

９
月
３
日
〜
11
月
26
日
の
水
曜

日
、
午
後
７
時
〜
９
時

●
場
所　

上
田
城
跡
公
園
第
二
体
育
館

●
参
加
費　

３
０
０
０
円（
保
険
代
含
む
）

● 

申
し
込
み　

８
月
25
日
㈪
ま
で
に
、
電

話
で
左
記
へ
。

　

 

上
田
市
ス
ポ
ー
ツ
ダ
ン
ス
協
会
事
務

局（
五
味
）　

TEL
27
・
８
５
７
４

　
　
（

ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
）

講
座
・
教
室
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カ
ラ
ダ
げ
ん
き
栄
養
教
室

● 

日
時　

①
基
礎
編
／
９
月
４
日
㈭
午
前

10
時
〜
11
時
30
分（
受
付
９
時
45
分
）、

②
応
用
編（
実
習
）
／
９
月
10
日
㈬
午

前
９
時
20
分
〜
午
後
０
時
30
分（
受
付

９
時
）※
①
②
セ
ッ
ト

● 

場
所　

ひ
と
ま
ち
げ
ん
き
・
健
康
プ
ラ

ザ
う
え
だ

● 

内
容　

①
自
身
の
身か
ら
だ体
の
状
態
に
合
っ

た
食
事
の
適
量
を
学
ぶ
、
②
実
際
に
調

理
し
て
味
わ
い
、
日
常
の
食
生
活
を
見

直
す

●
対
象　

20
歳
以
上
の
市
民

●
定
員　

15
名
程
度

●
参
加
費　

３
０
０
円

● 

持
ち
物　

①
健
診
や
人
間
ド
ッ
ク
の
結

果
、
血
液
検
査
結
果
な
ど（
お
持
ち
の

方
）、
②
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
ハ
ン

ド
タ
オ
ル
、
普
段
使
用
し
て
い
る
ご
飯

茶
碗

● 

申
し
込
み　

８
月
29
日
㈮
ま
で
に
、
電

話
で
左
記
へ
。

　

健
康
推
進
課　

TEL
28
・
７
１
２
４

精
神
障
が
い
者
家
族
教
室

● 

日
時　

８
月
５
日
㈫
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分

● 

場
所　

ひ
と
ま
ち
げ
ん
き
・
健
康
プ
ラ

ザ
う
え
だ

● 

内
容　

仲
間
と
語
ろ
う
〜
自
分
の
こ

と
、
家
族
の
こ
と
〜（
家
族
同
士
の
懇

談
会
）

● 

対
象　

精
神
障
が
い
者
を
支
え
て
い
る

家
族

●
参
加
費　

無
料（
申
込
不
要
）

　

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
や
す
ら
ぎ

　
　

TEL
25
・
２
０
０
０

　
　
（

健
康
推
進
課
）

水
中
で
歩
い
て
踊
っ
て

楽
し
く
運
動
教
室

●
日
時　

８
月
30
日
㈯
午
後
２
時
〜
３
時

●
場
所　

ふ
れ
あ
い
さ
な
だ
館

● 

内
容　

水
の
特
性
を
生
か
し
た
水
中
運

動
で
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
を
図
り
ま
す

●
対
象　

ど
な
た
で
も

●
定
員　

先
着
20
名

●
参
加
費　

５
０
０
円（
別
途
入
館
料
）

● 
持
ち
物　

水
着
、
ス
イ
ミ
ン
グ
キ
ャ
ッ

プ
、
お
風
呂
道
具

● 

申
し
込
み　

８
月
７
日
㈭
午
後
２
時
以

降
、
電
話
、
ま
た
は
直
接
左
記
窓
口
へ
。

　

 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
さ
な
だ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
事
務
局　

TEL
72
・
２
６
５
７

　
　
（

教
育
事
務
所
）

豆
腐
作
り
と
料
理
教
室

● 

日
時　

①
８
月
29
日
㈮
・
②
８
月
30
日

㈯
の
午
前
９
時
〜
午
後
１
時
頃

●
場
所　

中
央
公
民
館

●
対
象　

①
男
性
の
み
、
②
ど
な
た
で
も

●
定
員　

先
着
各
12
名

●
参
加
費　

５
０
０
円（
材
料
費
）

● 

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
バ
ン
ダ
ナ
、
持

ち
帰
り
用
容
器

● 

申
し
込
み　

８
月
６
日
㈬
以
降
、
電
話

で
左
記
へ
。

　

農
政
課　

TEL
23
・
５
１
２
２

点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座

● 

日
時　

９
月
３
日
〜
11
月
５
日
の
毎
週

水
曜
日
、
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

（
全
10
回
）

●
場
所　

上
田
点
字
図
書
館

● 

対
象　

全
て
の
講
座
に
出
席
で
き
、
将

来
点
訳
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活

動
し
た
い
方（
パ
ソ
コ
ン
を
お
持
ち
の

方
）。

●
定
員　

10
名

● 

参
加
費　

無
料（
別
途
テ
キ
ス
ト
代

１
０
８
０
円
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
保

険
料
３
０
０
円
）

●
持
ち
物　

Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
ー

● 

申
し
込
み　

８
月
６
日
㈬
〜
25
日
㈪

に
、
電
話
で
左
記
へ
。

　

上
田
点
字
図
書
館

　
　

TEL
22
・
１
９
７
５

求
職
中
の
若
者
の
た
め
の

パ
ソ
コ
ン
講
座

● 
日
時　

８
月
25
日
㈪
・
26
日
㈫
・
28
日

㈭
・
29
日
㈮
、
９
月
１
日
㈪
・
２
日
㈫
・

４
日
㈭
・
５
日
㈮
・
８
日
㈪
・
11
日
㈭

の
午
前
10
時
〜
正
午（
全
10
回
）

● 

場
所　

若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ

講
座
・
教
室
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I n f o r m a t i o n  A  L a  C a r t e
TEL.22･4100㈹  FAX.25･4100㈹

TEL.72･2200㈹  FAX.72･4140㈹

上田市役所

真田地域自治センター 武石地域自治センター

丸子地域自治センター TEL.42･3100㈹  FAX.43･3666㈹

TEL.85･2311㈹  FAX.85･2313㈹

ン
・
シ
ナ
ノ（
中
央
３

－

２

－

21
）

● 

内
容　

O
ffice2013

ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ

ル
・
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
基
本
操
作

● 

対
象　

15
〜
39
歳
の
求
職
中
の
方

●
定
員　

先
着
10
名（
参
加
費
無
料
）

● 
申
し
込
み　

８
月
８
日
㈮
以
降
、
電
話

で
左
記
へ
。

　

 

若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
・
シ

ナ
ノ　

TEL
75
・
２
３
８
３

　
　
（

雇
用
促
進
室
）

上
級
救
命
講
習
会

● 

日
時　

９
月
13
日
㈯
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
30
分

●
場
所　

中
央
公
民
館

● 

内
容　

心
肺
蘇
生
法（
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用

方
法
を
含
む
）、
止
血
法
、
骨
折
の
手

当
て
な
ど

●
定
員　

先
着
80
名（
参
加
費
無
料
）

● 

持
ち
物　

実
技
の
で
き
る
服
装
、
筆
記

用
具
、
昼
食
、
水
分
補
給
用
飲
料
、
ハ

ン
カ
チ

● 

申
し
込
み　

申
込
用
紙（
上
田
地
域
広

域
連
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
）に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
９
月
６
日
㈯
ま
で

に
最
寄
り
の
消
防
署
窓
口
へ
。

　

上
田
地
域
広
域
連
合
消
防
本
部

　
　

TEL
26
・
０
１
１
９

さよなら上田市民会館 VOL.1

シリーズ

　昭和37（1962）年、上田城跡公園内に開館し、50年以上にわたって多くの
市民の方々に親しまれてきた山本鼎記念館は、８月31日㈰に一般公開を終了
します（閉館日は９月30日㈫）。
　なお、10月２日㈭からは、市立美術館で作品を公開します。
　山本鼎記念館　TEL22・2693

○山本鼎記念館閉館のお知らせ

　現在の市民会館は上田城築城380
年記念事業の一つとして、東京オリ
ンピック開催の前年、昭和38年10月
20日に竣工しました。総工費１億
4,000万円をかけ、市民や企業からも
1,300万円の募金をいただいて建設し
た市民会館は、当時としては県下有
数の大ホ－ルで、斬新な設計でもあ
ったため、建築雑誌「建築文化」（彰
国社刊） にも掲載されました。
　11月18日には落成記念式典が、上田獅子の奉納演舞とともに盛大に開催さ
れたのを皮切りに、新国劇の公演や松竹歌劇団の公演など、杮

こけら

落とし事業が
連続して開催され、多くの市民の方々が来館しました。また、商店街では「え
びす講大売出し」が行われ、さらに公演事業の多くが商店街とタイアップし
ていたため、街中も大変賑

にぎ

わったそうです。
　オープンから51年、汗と涙と感動が染み込んだ、文字どおりの「市民の会館」
が本年12月にその幕を閉じます。
　市民の皆様、ありがとうございました。そして、新たな文化の拠点「サン
トミューゼ」をよろしくお願いします。
〈市民会館が完成した昭和38年の主な出来事〉
アニメ「鉄腕アトム」放送開始（１月）、大河ドラマ第一作「花の生涯」放送開始
（４月）、黒部ダム完成（６月）、ケネディ大統領暗殺（11月）
ヒット曲：「こんにちは赤ちゃん」、「見上げてごらん夜の星を」、「高校三年生」
など
　 文化振興課　TEL23・6361

竣工当時の市民会館ホ－ル内写真

講
座
・
教
室
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秋
の
小
学
生
か
け
っ
こ
教
室

● 

日
時　

９
月
７
日
㈰
・
13
日
㈯
午
後
２

時
30
分
〜
４
時（
高
学
年
）、
午
後
４
時

30
分
〜
６
時（
低
学
年
）

●
場
所　

真
田
運
動
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

●
対
象　

小
学
生

●
定
員　

先
着
各
15
名

●
参
加
費　

１
０
０
０
円
／
回

● 

持
ち
物　

運
動
が
で
き
る
服
装
、
タ
オ

ル
、
帽
子
、
水
分
補
給
用
飲
料

● 

申
し
込
み　

８
月
７
日
㈭
午
後
２
時
以

降
、
電
話
、
ま
た
は
直
接
左
記
窓
口
へ
。

　

 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
さ
な
だ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
事
務
局　

TEL
72
・
２
６
５
７

　
　
（

教
育
事
務
所
）

募　

集

上
田
市
公
の
施
設
の

指
定
管
理
者
を
募
集

　

平
成
27
年
度
か
ら
の
指
定
管
理
者
を
募

集
し
ま
す
。
詳
細
は
、
各
施
設
の
募
集
要

項
・
仕
様
書（
各
施
設
の
担
当
課
窓
口
、

ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
可
）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

● 

募
集
施
設
／
担
当
課　

上
田
市
営
駐
車

場
／

管
理
課（
TEL
23
・
５
１
２
５
）、

上
田
市
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
／

学
校

教
育
課（
TEL
23
・
５
１
０
１
）、
上
田

市
児
童
館
／

学
校
教
育
課（
TEL
23
・

５
１
０
１
）、
上
田
市
室
内
プ
ー
ル（
ア

ク
ア
プ
ラ
ザ
上
田
）
／

ス
ポ
ー
ツ
推

進
課（
TEL
23
・
６
３
７
２
）、
上
田
市
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
西
内
／

地
域

振
興
課（
TEL
42
・
１
２
１
０
）

● 

応
募
資
格　

個
人
以
外
の
企
業
・
団
体

な
ど
で
、
指
定
管
理
期
間
中
、
安
定
し

て
施
設
経
営
を
行
え
る
方

● 

申
し
込
み　

問
い
合
わ
せ
の
上
、
所
定

の
申
請
書
に
必
要
な
書
類
を
添
付
し
、

各
施
設
の
担
当
課
に
持
参
、
ま
た
は
郵

送
し
て
く
だ
さ
い
。

　

行
政
改
革
推
進
室

　
　

TEL
23
・
５
１
６
３

ふ
る
さ
と
寄
附
金
の

返
礼
品
を
新
た
に
募
集

　

市
で
は
、
ふ
る
さ
と
寄
附
金（
納
税
）に

寄
附
い
た
だ
い
た
方
へ
の
お
礼
と
し
て
、

市
の
特
産
品
や
農
産
物
な
ど
を
発
送
し
て

い
た
だ
く
パ
ー
ト
ナ
ー
事
業
者
と
商
品
を

募
集
し
ま
す
。上
田
の
魅
力
を
実
感
で
き
、

ふ
る
さ
と
上
田
を
懐
か
し
ん
で
い
た
だ
け

る
商
品
を
ご
提
案
く
だ
さ
い
。

● 

応
募
条
件　

市
内
の
企
業
、
ま
た
は
個

人
事
業
者
で
、
募
集
要
領
の
条
件
を
満

た
す
商
品（
市
場
価
格
２
５
０
０
円
程

度
、
ま
た
は
５
０
０
０
円
程
度
）を
発

送
で
き
る
こ
と（
代
金
は
市
が
負
担
）。

● 

申
し
込
み　

８
月
21
日
㈭
ま
で
に
、
申

　

 

込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
左
記

へ
。

● 

そ
の
他　

募
集
要
項
・
申
込
書
は
政
策

企
画
課
、
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

あ
り
ま
す
。

　

政
策
企
画
課　

TEL
23
・
５
１
１
２

り
ん
ご
オ
ー
ナ
ー
募
集

● 

期
日　

オ
ー
ナ
ー
木
の
選
定
／
９
月
中

旬
、
収
穫
体
験
／
11
月
下
旬

●
場
所　

常
磐
城
地
区

● 

内
容　

Ａ
コ
ー
ス
：
１
万
８
０
０
０
円

／
本（
通
常
収
量
50
㎏
、
最
低
収
量
保

証
40
㎏
）、Ｂ
コ
ー
ス
：
２
万
８
０
０
０

　

 

円
／
本（
通
常
収
量
80
㎏
、
最
低
収
量

保
証
70
㎏
）※
品
種
は
Ａ
・
Ｂ
コ
ー
ス

と
も
に「
サ
ン
ふ
じ
」

● 

対
象　

市
内
在
住
で
収
穫
に
必
ず
来
て

い
た
だ
け
る
方

◇
契
約

●
募
集
期
間　

８
月
15
日
㈮
ま
で

● 

募
集
本
数　

Ａ
コ
ー
ス
／
30
本
、
Ｂ

コ
ー
ス
／
20
本（
予
定
）

● 

申
し
込
み　

申
込
用
紙
兼
契
約
書（
電

話
で
請
求
、
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
あ
り
）に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

左
記
へ
。

　

農
政
課　

TEL
23
・
５
１
２
２

県
営
住
宅
入
居
者
統
一
募
集

● 

募
集
期
間　

８
月
25
日
㈪
〜
９
月
３
日

㈬
の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

● 
受
付
場
所　

住
宅
供
給
公
社
上
田
管
理

セ
ン
タ
ー（
上
田
合
同
庁
舎
南
棟
内
）

● 

抽
選
会　

９
月
11
日
㈭
午
後
１
時
30
分

〜
／
上
田
合
同
庁
舎
南
棟
２
階
会
議
室

● 

そ
の
他　

募
集
の
詳
細
は
、
８
月
18
日

㈪
以
降
、
住
宅
供
給
公
社
上
田
管
理
セ

講
座
・
教
室
／
募
集
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I n f o r m a t i o n  A  L a  C a r t e
TEL.22･4100㈹  FAX.25･4100㈹

TEL.72･2200㈹  FAX.72･4140㈹

上田市役所

真田地域自治センター 武石地域自治センター

丸子地域自治センター TEL.42･3100㈹  FAX.43･3666㈹

TEL.85･2311㈹  FAX.85･2313㈹

ン
タ
ー
へ
直
接
、
ま
た
は
公
社
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

住
宅
供
給
公
社
上
田
管
理
セ
ン
タ
ー

　
　

TEL
29
・
７
０
１
０

　
（

住
宅
課
）

移
住
・
定
住
促
進

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
募
集

　

移
住
・
定
住
希
望
者
へ
の
相
談
対
応
な

ど
を
行
う
非
常
勤
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

●
採
用
人
数　

１
名

● 

応
募
資
格　

パ
ソ
コ
ン（
ワ
ー
ド
、
エ

ク
セ
ル
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
）の

一
般
的
な
操
作
が
で
き
る
方（
要
普
通

自
動
車
運
転
免
許
）

● 

業
務
内
容　

①
３
大
都
市
圏
で
実
施
す

る
移
住
相
談
会
へ
の
参
加
、
②
移
住
希

望
者
の
要
望
に
沿
っ
た
個
別
対
応
、
③

空
き
家
バ
ン
ク
の
維
持
・
管
理
、
④
移

住
希
望
者
向
け
体
験
ツ
ア
ー
の
実
施

●
就
業
場
所　

市
役
所
南
庁
舎

● 

任
用
期
間　

10
月
１
日
〜
平
成
27
年
３

月
31
日（
更
新
あ
り
）

● 

勤
務
条
件　

週
５
日（
１
日
６
時
間
）勤

務
、
社
会
保
険
・
雇
用
保
険
・
労
災
保

険
に
加
入

●
賃
金　

市
の
規
定
に
よ
り
支
給（
月
給
）

● 

採
用
方
法　

選
考
試
験（
作
文
、
面
接
。

試
験
日
程
は
別
途
通
知
）な
お
、
応
募

多
数
の
場
合
は
、
応
募
書
類
に
よ
る
一

次
選
考
を
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

● 

提
出
書
類　

市
販
の
履
歴
書（
必
要
事

項
を
記
入
、
顔
写
真
貼
付
）、
返
信
用

封
筒（
長
形
３
号
封
筒
に
82
円
切
手
を

貼
り
、
自
分
の
住
所
・
氏
名
を
記
入
）

● 

申
し
込
み　

８
月
20
日
㈬
ま
で
に
、
左

記
へ（
郵
送
の
場
合
は
当
日
必
着
）。

　

人
材
開
発
課　

TEL
23
・
５
３
３
２

市
民
総
合
体
育
大
会

（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
部
）

● 

期
日　

①
一
般
／
８
月
31
日
㈰
、
②
高

校
・
大
学
生
／
９
月
13
日
㈯

● 

場
所　

上
田
城
跡
公
園
体
育
館
、
上
田

城
跡
公
園
第
二
体
育
館

● 

参
加
費　

①
１
チ
ー
ム
４
０
０
０
円
、

個
人
１
人
２
０
０
０
円
、
②
１
種
目
１

人
５
０
０
円

● 

申
し
込
み　

８
月
21
日
㈭
ま
で
に
、

①
上
田
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会（
西
沢
・

TEL
23
・
１
３
６
９
）、
ま
た
は
金
井
、

②
上
田
千
曲
高
校（
神
林
・
TEL
22
・

８
６
４
７
）へ
。

　

 

上
田
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
事
務
局

（
金
井
）　

TEL
27
・
４
３
２
０

　
　
（

ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
）

日
本
都
市
青
年
会
議

信
州
上
田
大
会
参
加
者
募
集

　

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
楽
し
く
、感
じ
・

考
え
る
時
間
を
共
有
し
ま
し
ょ
う
。

● 

日
時　

10
月
11
日
㈯
〜
13
日
㈪
午
後
１

時
30
分
〜

●
場
所　

上
田
温
泉「
祥
園
」ほ
か

● 

日
程　

１
日
目
／
基
調
講
演
、
２
日
目

／
分
科
会
、
３
日
目
／
全
体
会

● 

内
容　

分
科
会
／
ま
ち
巡
り
、
未
来
の

社
会
を
デ
ザ
イ
ン
し
よ
う
、
地
域
を
デ

ザ
イ
ン
し
よ
う　

他

● 

基
調
講
演　

萩は
ぎ

谷た
に

順じ
ゅ
ん

　

氏（
法
政
大
学
教
授
・

　

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
）

●
対
象　

ど
な
た
で
も

● 

定
員　

先
着
各
20
名

　

程
度

● 

参
加
費　

４
０
０
０
円（
大
学
生
２
０

　

０
０
円
、
高
校
生
以
下
無
料
）

● 

申
し
込
み　

８
月
１
日
㈮
以
降
、電
話
、

ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
左
記
へ
。

　

実
行
委
員
会
事
務
局（
竜
野
）

　
　

TEL
／
FAX
23
・
３
５
５
６

　
　
（

商
工
課
）

非
常
勤
保
健
師
を

募
集
し
ま
す

●
採
用
人
数　

若
干
名

● 

応
募
資
格　

昭
和
30
年
４
月
２
日
以
降

に
生
ま
れ
た
方
で
保
健
師
の
資
格
を
有

す
る
方

● 

業
務
内
容　

乳
幼
児
、
成
人
の
保
健
指

導
、
健
康
相
談
な
ど

● 

勤
務
場
所　

丸
子
健
康
福
祉
課（
丸
子

保
健
セ
ン
タ
ー
）

● 

任
用
期
間　

９
月
26
日
〜
平
成
27
年
３

月
31
日

● 
勤
務
時
間　

月
〜
金
曜
日
の
午
前
９
時

〜
午
後
４
時

● 

申
し
込
み　

履
歴
書
、
お
よ
び
保
健
師

免
許
証
の
写
し
を
左
記
へ
。

　

健
康
福
祉
課　

TEL
42
・
１
１
１
７

募
集
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I n f o r m a t i o n  A  L a  C a r t e
tel.22･4100㈹  fax.25･4100㈹

tel.72･2200㈹  fax.72･4140㈹

上田市役所

真田地域自治センター 武石地域自治センター

丸子地域自治センターお宝発見！
市内の国指定文化財を紹介するコーナーです。

上田の

菅
平
高
原
と
シ
ベ
リ
ア
を
つ
な
ぐ
石
斧

「
唐
沢
Ｂ
遺
跡
出
土
品
」

　

文
化
振
興
課　

TEL
23
・
６
３
６
１

　

写
真
は
菅
平
高
原
の
唐

沢
Ｂ
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
、

今
か
ら
約
１
万
５
千
年
前

の
縄
文
時
代
の
石い
し

斧お
の

で
す
。

遺
跡
は
菅
平
高
原
の
東
端

を
流
れ
る
唐
沢
川
右
岸
の

標
高
１
２
６
０
ｍ
の
場
所

に
あ
り
ま
す
。
昭
和
43
年

に
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
、

石
斧
や
砥
石
な
ど
約
20
点

の
石
器
が
出
土
し
ま
し
た
。

出
土
し
た
石
斧
の
ほ
と
ん
ど
は
20
㎝
以
上
の
大
型
品
で
、

し
か
も
精
巧
に
仕
上
げ
ら
れ
た
見
事
な
も
の
で
す
。
石
斧

の
刃
先
を
電
子
顕
微
鏡
で
観
察
す
る
と
、
実
際
に
狩
り
に

使
用
し
た
も
の
に
は
擦す

り
傷
や
刃
こ
ぼ
れ
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
が
、
唐
沢
Ｂ
遺
跡
の
石
斧
の
ほ
と
ん
ど
は
、
こ

う
し
た
使
用
の
痕あ
と

が
見
つ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、

遺
跡
か
ら
石
斧
を
作
る
際
に
出
る
石
く
ず
が
１
点
も
見
つ

か
っ
て
い
な
い
こ
と
、
材
料
が
東
北
地
方
で
採
れ
る
石
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
は
唐
沢
Ｂ
遺
跡
で
作
ら
れ
た
も

の
で
は
な
く
、
遠
方
で
作
ら
れ
た
石
斧
が
菅
平
に
運
び
込

ま
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
未
使
用
の
石
斧
が

な
ぜ
ま
と
ま
っ
て
菅
平
の
遺
跡
に
残
さ
れ
た
の
か
は
謎
で

す
。
し
か
も
、
発
掘
調
査
で
は
こ
れ
ら
の
石
斧
が
地
面
に

穴
を
掘
っ
て
埋
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

　

唐
沢
Ｂ
遺
跡
で
見
つ
か
っ
た
石
斧
と
同
じ
形
・
製
作
方

法
で
作
ら
れ
た
も
の
が
、
東
北
地
方
や
北
海
道
、
ロ
シ
ア

の
シ
ベ
リ
ア
地
域
で
も
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
北
へ
向
か

う
ほ
ど
た
く
さ
ん
出
土
し
て
お
り
、
分
布
の
中
心
は
シ
ベ

リ
ア
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
１
万
５
千
年
前
の

日
本
列
島
は
、
氷
河
期
の
た
い
へ
ん
寒
い
気
候
だ
っ
た
た

め
、
大
陸
と
陸
続
き
だ
っ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
、
当
時
、

菅
平
と
シ
ベ
リ
ア
に
何
ら
か
の
接
点
が
あ
っ
た
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。
シ
ベ
リ
ア
方
面
か
ら
食
料
と
な
る
動
物
を

追
っ
て
人
が
移
動
し
て
き
た
り
、
あ
る
い
は
、
北
方
へ
出

か
け
て
い
っ
た
日
本
列
島
の
人
が
、
シ
ベ
リ
ア
の
人
た
ち

と
の
交
流
の
中
で
石
斧
の
製
作
方
法
を
教
え
て
も
ら
っ
た

こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

類
似
す
る
石
斧
は
わ
ず
か
で
は
あ
り
ま
す
が
九
州
な
ど

で
も
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
唐
沢
Ｂ
遺
跡
の
石
斧

の
よ
う
に
、
大
き
さ
や
製
作
技
法
が
見
事
な
も
の
は
稀
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
発
掘
調
査
出
土
品
と
地
元
の
皆
さ
ん
が

採
集
し
た
石
器
を
合
わ
せ
た
32
点
が
長
野
県
宝
に
指
定
さ

れ
、
大
切
に
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
石
斧
は
信

濃
国
分
寺
資
料
館
で
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

唐沢Ｂ遺跡から出土した石斧

第
５
回
眞
田
幸
村
公
出
陣

ね
ぷ
た
参
加
者
募
集

◇
曳え
い

行こ
う

参
加

●
日
時　

９
月
６
日
㈯
午
後
６
時
〜
９
時

●
内
容　

ね
ぷ
た
の
ひ
き
手
、
踊
り
連

●
募
集
人
数　

５
０
０
０
名

◇
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
参
加

●
日
時　

９
月
６
日
㈯
午
後
３
時
〜
８
時

●
場
所　

上
田
駅
お
城
口
ロ
ー
タ
リ
ー

● 

内
容　

真
田
関
連
の
演
舞
、
文
化
活
動

の
発
表

◇
共
通
事
項

● 

申
し
込
み　

８
月
18
日
㈪
ま
で
に
、
①

曳
行
参
加
、
②
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
参
加

を
明
記
し
、
代
表
者
の
氏
名
、
住
所
、

連
絡
先
、参
加
人
数（
小
人
、大
人
の
内

訳
）、
参
加
記
念
Ｔ
シ
ャ
ツ
の
サ
イ
ズ

（
Ｓ・
Ｍ・
Ｌ・
Ｌ
Ｌ
）・
数
量
を
記
入
の
上
、

Ｆ
Ａ
Ｘ（
22
・
７
７
１
８
）で
左
記
へ
。

　

 

日ひ
の

本も
と

一い
ち

の
秋
ま
つ
り
眞
田
幸
村
公
出

陣
ね
ぷ
た
実
行
委
員
会（
中
澤
）

　
　

TEL
０
7
０
・
１
３
７
２
・
０
６
６
６

　
　
（

観
光
課
）

募
集

〈
お
詫
び
と
訂
正
〉

広
報
う
え
だ
７
月
１
日
号
23
ペ
ー
ジ「
上
田
地
域
広
域
連
合

消
防
職
員
募
集
」の
採
用
人
数
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
正

し
く
は
5
名
程
度
で
す
。
お
詫
び
し
訂
正
い
た
し
ま
す
。
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わがまち魅力アップ応援事業を
紹介するコーナーです。

特定非営利活動法人ほこほコネクト

地
域
・
子
ど
も
の
見
守
り
・

安
心
安
全
の
た
め
に
活
動
し
ま
す

宮み
や

下し
た

俊と
し

哉や

さ
ん

〈事業の紹介〉
特定非営利活動法人ほこほコネ
クトは、平成26年４月にわが
まち魅力アップ応援事業の採択
を受け、自主防犯パトロール活
動や、子ども見守り活動に取り
組んでいます。今後も、パト
ロール回数を増やすなど、地域
づくりのための活動を行う予定
です。

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
ほ
こ
ほ
コ
ネ
ク
ト
は
、
真
田
地
域
を

中
心
と
し
て
活
動
し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
で
す
。

　

６
年
ほ
ど
前
か
ら
グ
ル
ー
プ
と
し
て
活
動
を
始
め
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ

な
ど
へ
の
協
力
や
地
域
で
防
災
な
ど
を
考
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
活
動
を
続
け
る
中
で
、
小
さ
な
グ

ル
ー
プ
で
も
実
の
あ
る
活
動
が
で
き
る
よ
う
に
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

化
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
よ
り
良
い
地
域
を
作
る
た
め
に
は
自
分
の
地
域
を
知

る
こ
と
が
大
切
だ
と
気
付
い
た
こ
と
や
、
真
田
地
域
の
未
来
を

担
う
子
ど
も
た
ち
の
た
め
の
活
動
を
し
た
い
と
い
う
思
い
か

ら
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全
・
安
心
を
守
り
、
地
域
を
見
つ
め
る

見
回
り
を
始
め
ま
し
た
。
現
在
、
会
員
数
は
約
40
名
に
増
え
、

今
年
２
月
か
ら

青
色
回
転
灯
装

備
車（
青
パ
ト
）

を
導
入
し
、
広

範
囲
の
パ
ト

ロ
ー
ル
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

パ
ト
ロ
ー
ル

は
小
・
中
学
校

を
中
心
に
週
１

回
以
上
、
１
か

月
で
真
田
地
域

全
体
を
見
回
っ

て
お
り
、
子
ど

も
た
ち
か
ら
も

挨
拶
さ
れ
る
ほ

ど
親
し
ま
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
パ
ト
ロ
ー
ル
中
に
ご
み
拾
い
や

気
に
な
る
箇
所
を
記
録
し
て
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
に
報
告
す
る

な
ど
、
地
域
の
環
境
美
化
・
改
善
に
も
努
め
て
い
ま
す
。

　

代
表
を
務
め
る
宮
下
俊
哉
さ
ん（
上
写
真
左
）は
、「
地
域
に
関

心
を
持
つ
こ
と
が
地
域
づ
く
り
の
た
め
に
最
も
大
事
だ
と
思

う
。
自
ら
行
動
す
る
こ
と
で
自
分
た
ち
の
地
域
を
作
る
き
っ
か

け
に
し
た
い
」と
思
い
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。



※参加費（受講料）、申し込みの記載がないものは、参加費無料、申込不要です。

池波正太郎真田太平記館　　　TEL28・7100

文化講座「脳神経外科医に聞く
　　　　　　　　～普段聞けない脳のお話～」
　病院ではなかなか聞けない、脳の健康のためのお話を聞
いてみませんか。
日　時 　９月５日㈮13：00～15：00
講　師 　兒

こ

玉
だま

邦
くに

彦
ひこ

氏
 （医学博士、長野市民病院

脳神経外科・脳血管内治療
科科長、上田市出身）

定　員 　60名程度
受講料 　800円（お茶代含む）
申し込み 　８月29日㈮までに、電話で。

市民プラザ・ゆう　　　　　   TEL27・2988

「親子で楽しむ　粘土でスイーツ作り」（全３回）
　26年度やりたい講
座のプロデュース第２
弾！お子さんとの触れ
合いを楽しみながら、
親子で樹脂粘土を使っ
てスイーツを作ってみ
ませんか？ 
日　時 　９月７日・14日・21日の日曜日
 10：00～11：30（１回のみも可）
対　象 　小学生以上のお子さんとその保護者（市内在住・

在勤）
講　師 　松

まつ

崎
ざき

梨
り

絵
え

氏（フェイクスイーツデコ作家）
定　員 　各回先着16名（お子さんと保護者すべて）
参加費 　１回300円（別途材料費１回500円）
申し込み 　８月11日㈪以降、受講料を添えて窓口へ（電話

での仮予約も可）。

「マインドフルネス・セラピー入門」参加者募集
　プロデュース第３弾！怒り・イライラ・不安、そういっ
た心について、頭で判断することを休めて、今まで気付か
なかった自分と向き合ってみませんか？
日　時 　９月９日㈫10：30～16：00
対　象 　市内在住・在勤の方
講　師 　福

ふく

田
だ

京
きょう

子
こ

氏（NPO法人マイセラ・ジャパン）
定　員 　先着10名　　 受講料 　300円
申し込み 　８月12日㈫以降、受講料を添えて窓口へ（電話

での仮予約も可）。

丸子文化会館（セレスホール）　　TEL42・0001

第52回信州上田丸子夏期大学
　「魅力ある地域づくりを推進する」をテーマに各分野を代
表する専門家を招いて開催します。
日時/内容など

　①８月20日㈬19：00～20：30
　 　 「報道マンが語る～政権の行方と日本経済の今後の展

望」：杉
すぎ

尾
お

秀
ひで

哉
や

氏（TBSテレビ報道局・解説専門記者室
長）

　②８月27日㈬15：00～16：30
　　 「病まないカラダをつくる腸健康法～免疫力を高める

生活習慣」：藤
ふじ

田
た

紘
こう

一
いち

郎
ろう

氏（東京医科歯科大学名誉教授）
　③９月４日㈭19：00～20：30
　　 講談「真田幸村の生涯」：神

かん

田
だ

山
やま

吹
ぶき

氏（講談師）
　④９月18日㈭15：00～16：30
　　 「目からうろこの天気予報」：南

みなみ

利
とし

幸
ゆき

氏（気象予報士）
　⑤９月19日㈮15：00～16：30
　　 「難問・珍問　子どもたちからのメッセージ」：平

ひら

野
の

市
いち

子
こ

氏（フリーアナウンサー）
受講料 　１回100円
 （70歳以上は無料。８月27日㈬は全員無料）
　丸子公民館　TEL42・3147

カナディアン・ブラス
JAPAN TOUR 2014 IN MARUKO
　“伝説のスーパー・ブラス・
クインテット”来日公演！セレ
スに響く極上の金管アンサンブ
ルをお楽しみください。
日　時 　11月 ３日（月・祝）

13：30開演（開場13：
00）

チケット 　全席指定／
 一般2,500円
 高校生以下1,500円
 （未就学児の同伴・入場はご遠慮ください）
チケット発売　８月24日㈰10：00発売開始
プレイガイド　丸子文化会館、あさかわ、わかまつ、佐藤新聞

店、信州国際音楽村、平安堂（上田店、上田し
おだ野店）

自然運動公園からのお知らせ
　自然運動公園の流水プールは、都合により流水を止めてい
ます。また、エリア内に立ち入りができない部分があります。
ご迷惑をおかけしますが、ご了承願います。
　  スポーツ推進課　TEL23・6372
　　自然運動公園 　　　TEL38・7195
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施設イベント
※場所の記載がないイベントは、文頭の各施設で実施します。

初歩から学べるPhotoshop講座（４回コース）
　画像処理ソフトのPhotoshopCCを初歩から学ぶ連続講
座です。ソフトの概略、デジタル画像の基本知識、ツール
の操作、画像の加工、色調補正など、サンプル画像を使い
ながら学びます。なお、この講座の後にはステップアップ
セミナーの開催も予定しています。
日　時 　９月11日・18日、10月２日・９日の木曜日
 13：30～16：00
対　象 　パソコン経験者、Photoshop初心者
定　員 　先着20名（最少催行人数５名）
受講料 　4,000円（別途テキスト代2,462円）
申し込み 　８月21日㈭～９月９日㈫に、電話で。

3Dプリンタ＆スキャナ体験会
　話題の3Dプリンタと3Dスキャナを「どんなものか見て
みたい」という方を対象とした体験会です。マルチメディ
ア情報センターに導入した3Dプリンタの出力の様子を展
示と、3Dスキャナによる立体スキャンのデモを行い、質
問にお答えします。
日　時 　９月13日㈯①9：30～、②11：00～
対　象 　3Dプリンタと3Dスキャナに興味がある方
定　員 　先着各20名（最少催行人数５名）
参加費 　無料
申し込み 　８月23日㈯～９月12日㈮に、電話で。

上田情報ライブラリー　　　 TEL29・0210

地域史料から学ぶ上田地方の近世・近代史
　図書館や博物館などが所蔵している貴重な地域史料を読
み解きます。
日　時 　①８月９日㈯13：30～15：30
 ②９月６日㈯13：30～15：30
場　所 　①上田駅前ビル・パレオ２階会議室
 ②上田情報ライブラリー
テーマ 　史料で歩く信州
内　容 　① 「幕末から明治はじめにかけてのシルクロー

ドは？」－生糸輸出関連史料から探る－
 ② 「明治中期からのシルクロードは？」
 　－通運会社や鉄道の記録から探る－
講　師 　阿

あ

部
べ

勇
いさむ

氏（上田歴史研究会会長）
定　員 　先着各30名
参加費 　各500円
申し込み 　８月２日㈯以降、電話で。

美術紀行講座
　信州新町美術館で開催している「桜田義文水彩画展―ス
ペインの光と影」に関連して、画家が旅したスペインの魅
力を絵画とともにお話します。
日　時 　９月７日㈰13：30～15：00
場　所 　上田駅前ビル・パレオ２階会議室
講　師 　桜

さくら

田
だ

義
よし

文
ふみ

氏（水彩画家・青木村郷土美術館長）
定　員 　先着60名
受講料 　500円
申し込み 　８月11日㈪以降、電話で。

マルチメディア情報センター TEL39・1000

URL　http：//www.umic.jp/

Photoshop超入門
　画像処理ソフトPhotoshopCCを初めて触れる方のため
の入門講座です。画像の色合いや明るさの補正、不要なも
のの消し方、大きさの変更、トーンカーブなどの基本につ
いて学びます。
日　時 　９月４日㈭13：30～16：30
対　象 　パソコン経験者、Photoshop初心者
定　員 　先着20名（最少催行人数５名）
受講料 　1,500円
申し込み 　８月14日㈭～９月２日㈫に、電話で。

塩田公民館　　　　　　　　　TEL38・6883

日本の鉄道橋
きょう

梁
りょう

展
　別所線の上田鉄橋
が完成して、今年８
月15日に90周 年を
迎えます。これを記
念して、鉄道の魅力
を伝えるべく、写真・
模型などの資料を展
示・解説し、あわせ
てプラレールコーナーも用意し、家族で楽しめる企画展を
開催します。
日　時 　８月15日㈮～17日㈰10：00～16：00
内　容 　鉄道橋梁の種類と構造、鉄道橋梁の歴史、日本

の鉄道橋梁写真展、鉄道模型展示ほか
参加費 　無料
申し込み 　不要
その他  来館の際は、公共交通機関でお越しください。

（別所線塩田町駅下車徒歩５分）
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　今年もたくさんの綺麗なレンゲツツジの花が咲きました。写真は６月末の

美ヶ原自然保護センターの辺りの様子です。薄く霧がかかっていましたが、

レンゲツツジの花が辺り一面を見事に緋色に染めていました。また、７月３

日㈭には、美ヶ原高原白樺平で、ツツジの会（武石地域）と市職員によって

200本ほどのレンゲツツジの植栽が行われました。

緋
ひ

色
いろ

の高原
～美ヶ原高原のレンゲツツジ～

　上田市消防団によるポンプ操法大会・ラッパ吹奏大会が千曲川市民緑地（上

堀グラウンド）で開催されました。あいにくの天気ではありましたが、選手

たちは、日頃の訓練の成果を遺
い

憾
かん

なく発揮し、地域防災の要
かなめ

として、堂々と

した雄姿を見せていました。上田大会上位入賞チームは、上小大会、県大会、

全国大会に向けて、今後も訓練を重ねます。

日頃の訓練の成果を発揮
第９回上田市消防団ポンプ操法大会・ラッパ吹奏大会

６月22日㈰

　ため池の歴史、文化、環境などを考える塩田平ため池フェスティバルが、

古安曽（鈴子）来光寺池周辺や長野大学を主会場に開催されました。メインイ

ベントの一つ「百
ひゃく

八
はっ

手
て

・千
せん

駄
だ

焚
だき

」は、古くから塩田平のため池に伝えられてき

た雨乞い行事で、約200名の参加者たちが松
たい

明
まつ

を手に「雨降らせたんまいな」

と唱えながら池の周りを囲み、炎が池を照らしました。

雨乞
ご

い行事を再現
第２回信州うえだ塩田平ため池フェスティバル

７月12日㈯

しなの鉄道観光列車「ろくもん」出発式
　７月11日㈮、しなの鉄道初めての観光列車「ろくもん」が運行を開始し、上田駅ホームで出発
式が行われました。車両デザインは、戦国武将真田幸村公の赤備えをイメージした濃い赤を基本
色とし、内部はヒノキ、スギ、カラマツといった県産材が多用されたぬくもりのある空間になっ
ており、沿線レストランなどが提供する食事にも、県産の食材が活用されています。
　軽井沢から長野までの景観、歴史、文化、食などを満喫できる、沿線の魅力が満載されたろく
もんは、地域の元気の起爆剤になるよう、週末や夏・冬休み期間などを中心に年間約180日運行
する予定です。

　270度のパノラマが広がる信州国際音楽村の南側を中心とした施設内に、

約5,000株のラベンダーが咲き誇り、色鮮やかな花と爽
さわ

やかな香りが来訪者

をもてなしています。見頃を迎えた７月13日㈰は、時折雨が降る中、リラ

クゼーション効果があるラベンダーの摘
つ

み取り体験や、ラベンダースティッ

ク製作体験など、大勢の来訪者で賑わいを見せていました。

初夏の訪れを告げる約5,000株のラベンダー
信州国際音楽村ラベンダー祭り2014

６月28日㈯～７月21日（月・祝）

６月27日㈮

表紙説明
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　先の菅谷松本市長との会談に引き続き、長野市の加藤久
雄市長と会談し、多くの課題について提案しました。
　その一つに私からは、NHK大河ドラマの制作決定を受け、
スタンプラリー、ガイド付き観光タクシーや連携したガイ
ドブックの作成などを提案し、また、善光寺御開帳に触れ
「北向観音との両参りもPRいただきたい」と述べました。
　加藤市長からは、観光面での連携に賛同をいただくとと
もに、「国際的なスポーツのキャンプ地誘致は、長野県全
体としての取組が必要」とのお話しをいただきました。

６月17日㈫

動画は
こちらから

長野・松本・上田の
トライアングル連携に向けて
加藤久雄・長野市長とのトップ会談 　５月31日㈯に松本市で開催された「子育て同盟サミット

inながの」において、シナノケンシ㈱が、「最優秀子育て応
援企業賞」を受賞されました。
　子育てへの優しい職場環境の整備や地域と協働しての子
育て支援講座を開催するなど、ワークライフバランス実現
のための独自の子育て支援の取組が高く評価されました。
　こうした取組を市としてもPRする必要があり、また市
民の皆様に知っていただくことにより、取組の環が広がっ
ていくものと思います。

シナノケンシ㈱が
「最優秀子育て応援企業賞」を受賞！ ７月１日㈫

７月４日㈮

動画は
こちらから

　６月29日㈰に松本市で行われた第19回長野県サッカー
選手権大会決勝で松本大学サッカー部に競り勝ち、14年ぶ
り５回目となる天皇杯への出場権を獲得したFC上田ジェ
ンシャンの選手たちが出場報告に訪れました。
　限られた時間の中で練習を重ね、天皇杯への出場を決め
たことは賞賛に値することであり、日焼けした選手たちの
顔つきも精

せい

悍
かん

さを
漂わせていまし
た。

第94回天皇杯全日本サッカー選手権大会
出場報告
FC上田ジェンシャン

　６月14日㈯に開催された本町祭において、飲食物など
を販売して得られた売上金83,046円を、東日本大震災の復
興支援のために、本町成年会、本町在住の第二中学校の生
徒の皆さんから寄付いただきました。
　今年で10回目を数える同祭
の節目の年にこうした寄付をい
ただくことは、非常にありがた
いことです。今後、被災地への
支援などに使わせていただきま
す。

７月４日㈮
震災復興支援のために第10回本町祭売上金を寄付
本町成年会、第二中学校生徒の皆さん

行政チャンネルをご覧ください
●上田ケーブルビジョンCATV009　●丸子テレビ放送CA103
　  広報情報課　TEL71・8080

市政の重要課題や、市民生活に密着した情報などを分かりやすくお伝えするための番
組を放送しています。番組はインターネットからもご覧いただけます。これまでに放
送した番組も掲載していますので、ぜひご覧ください。
http：//www.youtube.com/user/cityuedakoho
YouTubeにアクセスし「上田市行政チャンネル」で検索。

カンガルーニュースは
市ホームページでも
ご覧いただけます

　昭和39年の建設から50年が経過し、新たに建て替えら
れることとなった神科第一保育園の起工式が、建設予定地
である現地で開催されました。
　今回の改築に当たり、地元の地権者の皆様には、子ども
たちの快適な保育環境の確保のため、快く用地を提供いた
だき、改めて感謝申し上げます。
　市では、「子育てするなら上田市で」を掲げ、これからも
皆さんが安心し
て子育てができ
る環境整備に努
めてまいりま
す。

６月24日㈫
地域の子育ての中核施設をリニューアルします
神科第一保育園起工式
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四ツ葉ス
ケッチチ

　６月下旬、依田窪南部中学校（上田市長和町組合立）の花
はな

菖
しょう

蒲
ぶ

園が、白や
紫色など鮮

あざ

やかな色の花で覆われました。学校のすぐ近くにある花菖蒲園
は、昭和47年に設置され、40年以上もの間、在校生たちが大事に守り続け
てきました。面積は1,900㎡ほどで、現在は約3,000株の花菖蒲が植えられ
ています。花菖蒲園は、生徒会の学校園委員会が中心となって管理し、草
刈りは全校生徒で行っています。
　６月24日～７月11日は、花菖蒲旬間とされ、そのポスターを生徒たちが
武石地域と長和町の各所に貼るなどして宣伝しました。学校関係以外の人

たちも、花菖蒲を楽しみにしているとのことで、筆者が取材をしている時も車で訪れた
人たちが、青空の下で一面に広がる花菖蒲に目を和

なご

ませていました。また、花菖蒲旬間
中には、学校恒例のお花見給食も行われ、生徒たちは満開の花菖蒲を鑑賞しながら、給
食を楽しみました。

学
校
の
自
慢
で
す

依
田
窪
南
部
中
学
校
花
菖
蒲
園

　

７
月
13
日
、
別
所
温
泉

地
区
で
、
第
５
１
０
回
岳

の
幟
が
開
催
さ
れ
、
大
勢

の
観
光
客
で
に
ぎ
わ
い
ま

し
た
。

　

岳
の
幟
は
、
永
正
元

（
１
５
０
４
）年
の
大
干
ば

つ
の
際
、
村
人
が
夫
神
岳

の
山
の
神
に
行
っ
た
雨
乞

い
の
結
果
雨
が
降
っ
た
こ

と
に
対
し
、
各
家
で
織
っ

た
長
さ
３
丈（
約
10
ｍ
）の

布
を
奉
納
す
る
よ
う
に

な
っ
た
の
が
始
ま
り
と
言
わ
れ
、
以
来
５
０
０
年
以

上
も
引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
、
夫
神
岳
山
頂
か
ら
約
60
本
の
幟
の
行

列
が
温
泉
街
に
向
け
て
出
発
。
登
山
道
を
下
り
、
幟

の
行
列
は
上
手
日
影
地
区
に
到
達
。日
影
地
区
で
は
、

地
域
の
小
学
生
が
竹
を
打
ち
鳴
ら
し
て
踊
る「
さ
さ

ら
踊
り
」や
獅
子
舞
が
披
露
さ
れ
、
そ
の
後
も
、
石

湯
前
、
大
湯
前
な
ど
温
泉
街
を
巡
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

場
所
で
踊
り
と
獅
子
舞
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

さ
さ
ら
踊
り
に
参
加
し
た
笹さ
さ

森も
り

菜な

愛な
り

さ
ん（
塩
田

西
小
４
年
・

八
舞
）
は
、

「
小
学
２
年

生
か
ら
参
加

し
て
い
て
、

毎
年
楽
し
み

に
し
て
い
ま

す
。
来
年
も

参
加
し
た

い
」
と
、
楽

し
そ
う
に

語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。

地域に伝わる「雨乞
ご

い」の祭り
岳の幟（国選択無形民俗文化財）
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このコーナーでは、４
地域の話題や

出来事など
を紹介して

います。

　

６
月
28
日
、
信
州
国
際
音
楽

村
研
修
セ
ン
タ
ー
で
、
市
内

小
学
生
を
対
象
と
し
た
キ
ッ
ズ

英
語
カ
フ
ェ
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

わ
が
ま
ち
魅
力
ア
ッ
プ
応
援

事
業
の
補
助
を
受
け
て
活
動
し

て
い
る
、「
地
域
で
英
語
！
と

も
だ
ち
英
語
の
会
」が
開
催
し

た
も
の
で
、
34
名
の
子
ど
も
た

ち
と
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
７

名
が「
英
語
で
会
話
」、「
私
の

か
ら
だ
」、「
英
字
新
聞
の
見
出

し
」、「
イ
ギ
リ
ス
の
紹
介
」、「
ピ
ザ
作
り
」、「
色
と
形
」の
６

つ
の
グ
ル
ー
プ
で
会
話
を
し
た
り
、
み
ん
な
で
お
い
し
い
お
茶

を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

主
催
者
の
宮み
や

島じ
ま

富と

美み

子こ

さ
ん
は「
小
学
校
で
は
英
語
の
授
業

が
始
ま
っ
た
が
、
ま
だ
ま
だ
英
語
に
親
し
む
機
会
が
少
な
い
。

地
域
に
は
英
語
が
好
き
な
大
人
が
た
く
さ
ん
い
る
。
そ
の
両
者

を
組
み
合
わ
せ
れ
ば
、
世
界
が
広
が
り
良
い
波
及
効
果
が
生
ま

れ
る
の
で
は
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
子
ど

も
た
ち
は
、「
外

国
人
の
先
生
や
、

地
域
の
先
生
と
お

話
が
で
き
て
楽
し

か
っ
た
。
英
語
を

も
っ
と
話
し
た

い
」と
、
ま
っ
す

ぐ
な
瞳
が
キ
ラ
キ

ラ
と
輝
い
て
い
ま

し
た
。

キッズ英語カフェ開催

L
レッツ

et's s
スピーク

peak E
イングリシュ

nglish!!

　真田中学校（生徒254人）では、東日本大震災
直後から、宮城県のやまもと幼稚園へひまわり
の種を贈り続けています。この活動は、主任児
童委員の宮

みや

下
した

俊
とし

哉
や

さんからの紹介で、色鉛筆や
落書き帳などを贈ったことから始まりました。
　ひまわりは、震災で亡くなったやまもと幼稚
園の卒園生が育て、その遺族が幼稚園に種を贈
り、園で大切に育てられていました。しかし、
放射能除染のため刈り取ることになってしまっ
たため、そのひまわりを真田中学校で育て、育
てたひまわりの種を贈ることで園児や保護者、
先生方を勇気づけています。
　昨年までは３年生が行っていた活動ですが、
今年は全校生徒や地域の皆さんにも呼びかけ種
を配布しました。
　生徒会副会長の宮

みや

腰
こし

乃
の

杏
あ

さんは「ひまわりを
育てることで震災のことや被災地の皆さんが頑
張っていることを忘れないでほしい。思いが届
く活動にしたい」と話していました。

真
田
中
学
校
ひ
ま
わ
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

つ
な
が
る
こ
と
で
支
え
る
力
に
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この印刷物はグリーン購入法の基準を満たす紙と植物油インキを使用しています。

人口：160,525人 男：78,546人 女：81,979人 世帯数：65,790世帯
　　　（3,271人）　 　（1,492人）　 　（1,779人）

市の人口（平成26年７月１日現在）
（　）内は外国人の人数です。

すでに好評発売中のユンディ・リ ピアノ・リサイタルに加え、続々とチケット情報や募集案内
が入ってきました。この機会をお見逃しなく！

新着 チケット情報・募集情報！

新着情報
日　時 　10月12日㈰午後４時開演
場　所 　サントミューゼ大ホール
演　目 　ショーソン／詩曲作品25、マスネ／タイスの瞑想曲、
 ブルックナー／交響曲第９番ニ短調
発　売 　８月10日㈰午前10時発売開始サントミューゼ窓口ほか
チケット 　S席7,500円／A席6,500円／B席4,500円（25歳以下半額：
 サントミューゼ窓口のみ取扱、要身分証明）
（主催）　NHK交響楽団上田公演実行委員会
（特別協賛）　㈱上田ケーブルビジョン

日　時 　11月８日㈯・９日㈰午後１時開演
場　所 　サントミューゼ大ホール
発　売 　８月31日㈰午前10時発売開始サントミューゼ窓口ほか
チケット 　S席9,000円／A席6,000円／B席4,000円
 （25歳以下半額：サントミューゼ窓口のみ取扱、要身分証明）

NHK交響楽団上田公演　
指揮／井

いの

上
うえ

道
みち

義
よし
、ヴァイオリン／前

まえ

橋
はし

汀
てい

子
こ

　交流文化芸術センター　TEL27・2000　市立美術館　TEL27・2300

ジュリアス・シーザー（蜷
にな

川
がわ

幸
ゆき

雄
お

演出）

サントミューゼ開館準備プログラム

◇大ホール音響測定会・内覧会
サントミューゼの大ホールを快適に過ごして頂けるよう、音響性能の確認のた
め、客席を満席にした状態での音響測定会・内覧会を実施します。
参加者は終演後に内覧会も予定しています（一部内覧できない場所があります）。
日　時 　８月23日㈯午後２時30分開演
出　演 　澤

さわ

和
かず

樹
き

、中
なか

澤
ざわ

きみ子、フェデリコ・アゴスティーニ、エスター・ハ
フナー、中

なか

本
もと

健
けん

二
じ

、碓
うす

井
い

俊
とし

樹
き

　ほか
入場料 　無料（整理券が必要）
整理券配布　８月１日㈮以降、下記の整理券配布場所で配布します。
 ※未就学児の入場はご遠慮ください。

◇大ホール避難訓練コンサート
コンサート中に震災や火災が発生した想定での避難訓練付コンサートを行いま
す。終演後は、参加者限定の内覧会も予定しています（一部内覧ができない場
所があります）。
日　時 　９月７日㈰午後１時30分開演
出　演 　上田市消防団音楽隊
入場料 　無料（整理券が必要）
整理券配布　８月１日㈮以降、下記の整理券配布場所で配布します。
【整理券配布場所】
サントミューゼ窓口、および市役所総合案内、丸子・真田・武石地域自治セン
ター市民生活課、豊殿・塩田・川西地域自治センター（平日午前８時30分～午
後５時15分）
※参加希望の方は、上記の場所で整理券を受取り、当日持参の上ご参加ください。

地域における劇場と美術館の役割や
可能性について学ぶ市民公開講座を
４回シリーズで開催します。
★プログラム１
「入門講座
～アートから始まる地域の未来～」
日　時 　８月28日㈭
 午後６時30分～８時
場　所 　サントミューゼ
 多目的ルーム
講　師 　吉

よし

本
もと

光
みつ

宏
ひろ

 （㈱ニッセイ基礎研究所  芸
術文化プロジェクト室長）

参加費 　無料（申込不要）

《以降の予定》
プログラム２　「地域とホール」９月中旬
プログラム３　「地域と美術館」11月下旬
プログラム４　「文化施設と防災」１月または２月
※ 詳細はサントミューゼホームページなどで
案内します。

うえだアーツスタッフ
アカデミー
市民公開講座

ⒸOrchestra Ensemble Kanazawa
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